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CA Technologies 製品リファレンス 

このマニュアル セットで参照されている CA 製品は、以下のとおりです。 

■ CA Advantage® Data Transport® (CA Data Transport) 

■ CA Asset Intelligence 

■ CA APM（CA Asset Portfolio Management） 

■ CA Business Intelligence  

■ CA Common Services™ 

■ CA DMM（CA Desktop Migration Manager） 

■ CA Embedded Entitlements Manager （CA EEM） 

■ CA MDM （CA Mobile Device Management） 

■ CA NSM（CA Network and Systems Management） 

■ CA Patch Manager 

■ CA Process Automation 

■ CA Service Desk Manager 

■ CA WorldView™ 
 

CAへの連絡先 

テクニカル サポートの詳細については、弊社テクニカル サポートの Web サイト

（http://www.ca.com/jp/support/）をご覧ください。 
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第 1 章： CA DMM テクニカル リファレンス 
 

このマニュアルでは、マイグレーションを自動化してマイグレーション プロセス

を簡単に実行できるようにするコマンド ライン インターフェースなど、CA DMM 

の高度な機能の使用方法について説明します。 
 

インストール パス 

デフォルトでは、CA DMM は C:¥Program Files¥CA¥Desktop Migration Manager にイ

ンストールされます。 ドキュメント全体を通じて、このパスをインストール パス

と呼びます。  
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第 2 章： コマンド ライン インターフェース 
 

CA DMM コマンド ライン インターフェースを使用すると、テンプレート、コマン

ド ライン、バッチ処理、Windows ショートカットを使用して、ほぼすべてのマイ

グレーション作業を自動的に実行できます。 自動マイグレーションをラッパ アプ

リケーションに組み込んで、より大きな処理の一部としてマイグレーションを実

行することもできます。 

コマンド ラインを使用した場合は、プロンプトの後にコマンドを入力することで、

ファイルの移動、コピー、および印刷などのオペレーティング システムの機能を

実行できます。 たとえば、以下のコマンドを実行すると、memo.doc というファ

イルが C ドライブの Windows フォルダから A ドライブの document フォルダにコ

ピーされます。 

C:¥WINDOWS> copy memo.doc a:¥document 

コマンド ラインは、さまざまなスイッチを使用してカスタマイズできます。 たと

えば、CA DMM では、/A は Apply （適用）スイッチになります。 
 

コマンドの実行方法 

コマンドは以下の方法で実行できます。 

■ 外部プログラム、ショートカット、または［スタート］メニューの［ファイ

ル名を指定して実行］から実行する場合は、DesktopDNA.exe を実行するコマ

ンド ラインを入力します。 

■ CA DMM のインストール時に作成された CA DMM のショートカットは、デス

クトップにコピーできます。コピーしたショートカットをカスタマイズして

名前を変更し、専用のショートカットを作成できます。 ［リンク先］フィー

ルドに表示されている CA DMM の実行可能ファイルのパスの後にコマンド 

ラインを指定します。 

■ ［スタート］メニューから［ファイル名を指定して実行］ウィンドウを開き、

［名前］フィールドにコマンドを入力します。  

■ DNAOptions.xml ファイルまたは代替ファイルを使用します。 「DMM オプショ

ン ファイル (P. 57)」を参照してください。 

■ 1 つまたは複数のコマンドを記述したバッチ ファイル（.bat という拡張子の

テキスト ファイル）を使用します。 
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コマンド ラインの構文 

コマンド ラインを実行するための構文は以下のとおりです。 

"installation path¥DesktopDNA.exe" /switch [text] 
 

コマンド ラインの規則 

CA DMM のコマンド ラインには、以下の一般的な規則が適用されます。 各スイッ

チに適用される他の規則については、「コマンド ライン スイッチ (P. 16)」を参照

してください。 

■ デフォルトのディレクトリにインストールした DesktopDNA.exe のパスのよ

うに、パスにスペースが含まれる場合は、パスを引用符で囲む必要がありま

す。 

■ コマンド ライン スイッチでは、Disable コマンド (P. 41)を除き、大文字と小

文字は区別されません。 

■ 1 つのコマンド ラインで DNA ファイルとオプション ファイルを同時に指定

することはできません。 オプション ファイルでコマンド ラインを使用する場

合、ショートカット コマンド ラインでは、以下のように DesktopDNA.exe の

場所および使用するオプション ファイルのパスとファイル名だけを指定す

ることをお勧めします。 

"installation path¥DesktopDNA.exe" /O "C:¥Process¥DDNAOptions.xml" 

これ以外のコマンド ラインは、オプション ファイルのコマンド ライン オプ

ションに配置します。  

■ 完全なスイッチ名を入力しても、スイッチを表す文字を入力しても、結果は

同じです （たとえば、/Apply と /A は同じように機能します）。 

■ スイッチの前のスラッシュ（/）はハイフン（-）で代用できます。  

■ 各コマンド ラインはそれ自体で有効である必要があります。 例： 

■ オプション ファイルのアプリケーション コマンド ラインでは、/M （マ

イグレーション）コマンド ライン スイッチに続けて /D （DNA ファイル

の作成）コマンド ライン スイッチ（/D DNAFile.dna）を指定することはで

きません。 

■ /M コマンドを単独で使用することはできません。  

■ 「/D DNAFile.dna」コマンドを単独で使用することはできません。  

■ コマンド ラインを使用した DMM オプションがテンプレートに含まれる

場合は、このテンプレート ファイルをオプション ファイルで指定するこ

とはできません。 テンプレートのコマンド ラインは、このテンプレート

を指定したオプション ファイルのコマンド ラインと競合します。 
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■ ファイル名パラメータを必要とするコマンド ライン スイッチには、ファイル

名を含める必要があります。 ファイル名は、絶対パス、UNC パス、作業フォ

ルダからの相対パス、またはパスなしで指定できます。  

絶対パスの例： 

C:¥MyDNAFiles¥MyDNAFile.dna 

UNC パスの例： 

¥¥Server¥Volume¥MyDNAFiles¥MyDNAFile.dna 

相対パスの例： 

MyDNAFile.dna 

■ ファイル名でパスを指定しない場合は、以下のデフォルト フォルダにファイ

ルがあると仮定されます。 ファイルのデフォルトの保存場所は以下の表のと

おりです。 

 

ファイル フォルダ 

DNA ファイル 現在のユーザの「マイ ドキュメント」 

テンプレート 現在のユーザの「マイ ドキュメント」 

ログ ファイル DesktopDNA.exe がインストールされている場所。この場所にファイルを

作成できない場合は「マイ ドキュメント」 

設定ファイル DesktopDNA.exe がインストールされている場所。この場所にファイルを

作成できない場合は「マイ ドキュメント」 

■ 代替変数はパーセント記号（%）で囲む必要があります。 ファイル パスとファ

イル名には変数を使用できます。 代替変数は CA DMM によって対応する値に

置き換えられます。 変数では大文字と小文字は区別されず、WINDIR などのシ

ステム環境変数、または以下の例のように特別な CA DMM 変数を使用できま

す。 

/D "%WINDIR%¥DNA Files¥%DNA_MACHINE_NAME%¥%DNA_USER_NAME%.dna" 

ログ ファイル名は、テンプレートで環境変数を含めて設定できるので、各マ

イグレーションの区別が容易になります。 これは、XML オプション ファイル、

または DMM オプションと共に保存したテンプレートで設定できます。  

すべての変数のリストについては、「変数 (P. 14)」を参照してください。  
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変数 

CA DMM では、以下の変数をサポートしています。これらの変数は、コマンドや

ユーザ インターフェースでパスを指定するときに使用できます。 

%DNA_MACHINE_NAME% 

システムのプロパティのネットワーク ID で定義されているコン

ピュータ名を表します。 

%DNA_PLATFORM_NAME% 

現在のコンピュータにインストールされている Windows のバージョ

ンを表します。 以下のいずれかの値になります。 

■ Windows 2000 

■ Windows XP 

■ Windows Vista 

■ Windows 7 
 

%DNA_USER_NAME% 

現在ログイン中のユーザ名を表します。 

%DNA_COMPANY_NAME% 

登録されている会社名を表します。 

%DNA_DATE% 

「August27_2003」の形式で現在の日付を表します。 
 

%DNA_TIME% 

「1655」（hhmm）の形式で現在の時刻を表します。  

%DNA_Profile_Name% 

マイグレートするユーザのプロファイル名を表します。  

%DNA_Profile_Path%  

マイグレートするユーザのプロファイル パスを表します。 

%DNA_User_Domain% 

マイグレートするユーザのドメイン名を表します。 
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%DNA_Desktop% 

マイグレートするユーザのデスクトップへの完全パスを表します。 

%DNA_My_Documents% 

マイグレートするユーザのマイ ドキュメント ディレクトリへの完全

パスを表します。 
 



コマンド ライン スイッチ 

 

16  リファレンス ガイド 

 

コマンド ライン スイッチ 

コマンド ライン スイッチとその構文、および使用規則は以下のリストのとおりで

す。 

/A[PPLY] <DNA ファイルのパスとファイル名> 

適用する DNA ファイルのパスとファイル名を定義します。 パスとファ

イル名には、環境変数または DMM 変数を使用できます。 

必要なスイッチ： なし 

一緒に使用できないスイッチ： /C または /D 

/C[ONNECT] <コンピュータ名または IP アドレス> 

リアル タイム マイグレーションで、デスティネーション システムを

ソース システムに接続します。 接続するソース システムには、名前

または IP アドレスを指定します。 /C スイッチは /S スイッチと一緒に

使用できます。 

必要なスイッチ： /T 

一緒に使用できないスイッチ： /W、/A、または /D 

/D[iskTo]D[isk] [OS Name][(OS Drive)] [Drive Map] 

Disk To Disk マイグレーション用のオペレーティング システムおよび

ドライブ マップ情報を指定します。 

OS Name  

スレーブ ディスクにインストールされたオペレーティング システムを

表わします。 サポートされている OS Name 定数は WIN7、WINVI、WINXP、

WIN2K または WIN2000 です。 

OS Drive 

スレーブ ディスクがホスト コンピュータに接続する場合、スレーブ ディ

スクのマップされたオペレーティング システム ドライブを表わします。 

このマップされたドライブには、ユーザが OS Name として渡した、マイ

グレート対象のシステムと同じオペレーティング システムが含まれます。 

OS Drive は、サポートされた OS Name 定数と共に使用する必要がありま

す。 

Drive Map 

ドライブ マッピング情報を表わし、「ホスト マシン ドライブ： ソース マ

シン ドライブ」の形式で定義します（例： P:C）。 また、複数のドライ

ブ マップを指定するには、カンマ（,）を使用できます（例：P:C,Q:D,R:E）。 

必要なスイッチ： /D （または/SE）、/T 
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一緒に使用できないスイッチ： /A、/C、または /W 

例 

DesktopDNA /T C:¥MyTemplate.dtf /D C:¥MyDNA.dna /DD /M /X 

DesktopDNA /T C:¥MyTemplate.dtf /D C:¥MyDNA.dna /DD WINXP /M /X 

DesktopDNA /T C:¥MyTemplate.dtf /D C:¥MyDNA.dna /DD WINXP(P) /M /X 

DesktopDNA /T C:¥MyTemplate.dtf /D C:¥MyDNA.dna /DD WINXP(P) P:C,Q:D,R:E /M /X 

DesktopDNA /T C:¥MyTemplate.dtf /D C:¥MyDNA.dna /DD WINXP P:C,Q:D,R:E /M /X 

/D[NA] <DNA ファイルのパスとファイル名> 

作成する DNA ファイルのパスとファイル名を定義します。 パスとファ

イル名には、環境変数または DMM 変数を使用できます。 

オプションのスイッチ： なし 

必要なスイッチ： /T 

オプションのスイッチ：/C、/R、または /W 

/Disable <UI エレメント名> 

/Disable コマンドは複数回使用できます。 「コマンド ラインによるウィ

ザードのカスタマイズ (P. 41)」を参照してください。 

必要なスイッチ： なし 

一緒に使用できないスイッチ： なし 

/En[crypt] 

現在の遅延マイグレーション用の DNA ファイル（または自己解凍ファ

イル）に保存されたデータ、または現在のリアルタイム マイグレー

ション中にネットワーク経由で転送されたデータを暗号化します。 

注： /s と共に指定された［Password］は、遅延マイグレーション中に DNA ファ

イル（または、自己解凍ファイル）を暗号化するために使用されます。 

［Password］はリアルタイム マイグレーションに必須ではありません。 FIPS 

準拠の暗号化では、暗号化キーのパスを指定する場合、/FK と共に/FO スイッ

チを使用します。 

必要なスイッチ： /D、/W または/C 

同時に使用できないスイッチ： /A 

注： 現在のマイグレーションでは、オプション ファイルに設定されたデータ

保護レベルと、指定されたコマンド ライン引き数（/s および /en）を結合し

て取得します。 

/I[gnore]F[ips]M[ode] 
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Client Automation の FIPS モードを無視します。 CA DMM を FIPS 推奨

モードで動作するようにインストールしている場合、Client Automation 

の FIPS モードが CA DMM の FIPS モードを決定します。 たとえば、Client 

Automation の FIPS モードが「FIPS のみ」の場合、CA DMM インストー

ル中に「FIPS 推奨」を選択した場合でも、CA DMM は「FIPS のみ」の

モードで動作します。 Client Automation の FIPS モードを無視し、CA 

DMM を FIPS 推奨モードで動作させるには、このスイッチを使用しま

す。 CA DMM を「FIPS のみ」のモードで動作するようにインストール

している場合、常に「FIPS のみ」のモードで動作します。 

同時に使用できないスイッチ： /FO 

/F[ips]O[nly] 

FIPS 準拠の暗号化を使用して、データをすべて暗号化します。  

必要なスイッチ： /EN 

オプション スイッチ： /D、/W、/C 

同時に使用できないスイッチ： /S 

/F[ips]K[ey] <key path> 

FIPS 準拠の暗号化に使用した暗号化キーを格納する場所のパスを指定

します。 

必要なスイッチ： /FO 

同時に使用できないスイッチ： /S 

/H[ELP] または /? 

コマンド ライン スイッチのヘルプ テキストを表示します。 

オプションのスイッチ： なし 

必要なスイッチ： なし 

一緒に使用できないスイッチ： なし 

/L[AUNCH] <UI エレメント名> 

CA DMM の起動時に表示する初期画面ページを定義します。 「コマン

ド ラインによるウィザードのカスタマイズ (P. 41)」を参照してくださ

い。 

必要なスイッチ： なし 

一緒に使用できないスイッチ： なし 

/M[IGRATE] 

マイグレーションを自動的に開始します。 
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必要なスイッチ：  /C および /T、または /A、または /D および /T 

一緒に使用できないスイッチ： Q 

/NoUser <ソース> [<修飾子> <値>]* 

ユーザをマイグレーションから除外します。 以下の修飾子を使用しま

す。 

Before <日付>  

After <日付> 

Orphan <true | false>  

（<日付> はローカライズされた日付の短縮形です。） 

注： User コマンド ライン引数は、他のすべての形式のユーザ選択より優先さ

れます。 この引数は同じコマンド ラインで複数回使用できます。 

必要なスイッチ： /C、/A、または /D /NoUser は、1 つ以上の /User 引

数と共に指定する必要があります。 

一緒に使用できないスイッチ： なし 

/O[PTIONS] <使用する DMM オプション ファイルのパスとファイル名> 

マイグレーションに使用する DMM オプション ファイルのパスとファ

イル名です。 パスとファイル名には、環境変数または DMM 変数を使

用できます。 

必要なスイッチ： なし 

一緒に使用できないスイッチ： なし 

/Q[UIET] 

CA DMM を Quiet モード（ウィンドウ非表示）で実行し、/M パラメー

タのようにマイグレーションを自動的に開始します。 

必要なスイッチ： /X、/R、または /UX 

一緒に使用できないスイッチ：/M または /W 
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/R[EBOOT] 

マイグレーションの終了時にシステムを再起動します。 

必要なスイッチ： /M または /Q 

一緒に使用できないスイッチ： /D、/SE、/X、または /UX 

/R[EVISION]D[ATE] "<ローカライズされた短縮形の日付> [ローカライズされた時

刻（必要なら AM/PM を含む）]" 

DNA ファイルの特定のリビジョンを復元します。 

必要なスイッチ： /M 

一緒に使用できないスイッチ： /C、/D、/SE、/W 

/S <パスワード> または /PASSWORD <パスワード> 

DNA または自己解凍ファイルのパスワード保護を定義します。 パス

ワードには、5 ～ 20 文字までの文字数を使用する必要があります。  

注： /S を使用して DNA ファイルのバックアップを作成する場合、DMM Always 

Current Scheduler ウィザードの［タスクの定義］ページで［パスワードの設定］

をクリックすると、DNA ファイルをパスワードで保護するように指定できま

す。 パスワード保護を指定すると、Windows スケジューラがタスクを実行す

るときにパスワードが暗号化され、データのセキュリティが保たれます。  

必要なスイッチ： /D、/A、/C または /W 

一緒に使用できないスイッチ： /C または /W でパスワードを指定する

場合は使用できません。 

/SE <作成する自己解凍 DNA ファイルのパスとファイル名> 

作成する自己解凍 DNA ファイルのパスとファイル名を定義します。 パ

スとファイル名には、環境変数または DMM 変数を使用できます。 

必要なスイッチ： /T 

一緒に使用できないスイッチ： /A、/C、/R、または /W 
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/T[EMPLATE] <使用する DMM テンプレート ファイルのパスとファイル名> 

マイグレーションに使用するテンプレート ファイルのパスとファイ

ル名を定義します。 パスとファイル名には、環境変数または DMM 変

数を使用できます。 

注： /T 引数は複数回使用できます。 矛盾が発生した場合、コマンド ラインの

最後のテンプレートが優先的に使用されます。 

必要なスイッチ： /C、/D、/A、または /SE 

一緒に使用できないスイッチ： /W 

/USER <ソース>[:<デスティネーション>] [<修飾子> <値>]* 

マイグレートするユーザを選択またはリダイレクトするか、その両方

を行います。 以下の修飾子を使用します。 

Before<日付> 

After<日付> 

Orphan <true | false> 

（<日付> はローカライズされた日付の短縮形です）。 

ドメインまたは Active Directory、およびユーザ名には、ワイルドカード、環

境変数、および DMM 変数を使用できます。 User コマンド ラインを指定した

場合は、DMM Template Editor または DMM ユーザ インターフェースで指定し

たユーザの選択より優先されます。 /USER は同じコマンド ラインで複数回使

用できます。 詳細については、「ユーザ コマンド ラインの詳細 (P. 26)」を参

照してください。 

<ソース> 

指定の一部にワイルドカードを使用できます。たとえば、

"x*y?¥username) のように指定できます。 

<デスティネーション>  

ワイルドカードのみ使用できます。たとえば、"domain¥*) のよう

に指定できます。 

必要なスイッチ： /A、/C、または /D 

一緒に使用できないスイッチ：<デスティネーション> は、/D と一緒に

使用できません。  

/UNDO <使用するアンドゥ ファイルのパスとファイル名> 

使用するアンドゥ ファイルのパスとファイル名を定義します。 パスと

ファイル名には、環境変数または DMM 変数を使用できます。 

必要なスイッチ： なし 
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一緒に使用できないスイッチ： なし 

/UX 

エラーが発生した場合も CA DMM が無条件で終了するように定義し

ます。 

必要なスイッチ： /A、/M または /Q 

一緒に使用できないスイッチ： /X、/R、/W 
 

/W[AIT] 

リアル タイム マイグレーションのソース システムとして自動的に起

動し、デスティネーション システムが接続するまで待機します。 /S を

使用した場合、システムに接続するためのパスワードを指定する必要

があります （パスワードはオプションです）。 

必要なスイッチ： なし 

一緒に使用できないスイッチ： /M、/D、/A、/V、/C、/UX、または /Q 

/X または /EXIT 

エラーが発生しない限り、マイグレーションの終了時に CA DMM を終

了します。 

必要なスイッチ： /M または /Q 

一緒に使用できないスイッチ： /R、または /UX  
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コマンド ラインの例 

以下のコマンド ラインを実行すると、CA DMM がソース コンピュータとして起動

し、宛先コンピュータが接続するまで待機します（接続用のパスワードは指定し

ていないか、不要です）。 

DesktopDNA.exe /W 

以下のコマンド ラインを実行すると、CA DMM が宛先コンピュータとして起動し、

指定した IP アドレスのソース コンピュータに接続します。 

DesktopDNA.exe /C 192.168.1.1 

以下のコマンド ラインを実行すると、テンプレート ca.dtf を使用して、ユーザの

ログイン名が付いた DNA ファイルが、コンピュータ名が付いたディレクトリ自動

的に作成されます。 

DesktopDNA.exe /D F:¥%DNA_Machine_Name%¥%DNA_User_Name%.dna /T ca.dtf /M /X 

以下のコマンド ラインを実行すると、ca.dtf というテンプレートを使用して、作

業ディレクトリにある ca.dna という名前の DNA ファイルを自動的に適用します。 

DesktopDNA.exe /A ca.dna /T c:¥templates¥ca.dtf /M /X 

以下のコマンド ラインを実行すると、CA DMM が起動し、ディスクからディスク

のマイグレーションが実行されます。また、指定したパスに DNA または SE ファ

イルが作成されます。  

DesktopDNA.exe /T C:¥MyTemplate.dtf /D (or /SE) C:¥MyDNA.dna /DD WINXP(P) P:C,Q:D,R:E  

/M /X 
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障害復旧の例 

CA DMM を使用して、障害発生時のダウンタイムを短縮できます。 以下の障害復

旧の例では、バックアップ用のサーバが 1 台ネットワークに存在することを前提

としています。 

1. 各従業員は、システムとアプリケーションの設定、および選択済みのファイ

ルとフォルダを含むテンプレートを作成する必要があります。  

2. 各従業員のデスクトップに Backup という名前のショートカットを作成しま

す。 

以下に例を示します。  

"serverpath¥DesktopDNA.exe" /T "serverpath/%DNA_User_Name%.dtf" /D 

"serverpath¥%DNA_User_Name%.dna" /V %DNA_User_Name%.log /M /X 

このショートカットは、選択された設定とデータを、従業員が指定サーバに

作成したユーザ固有のテンプレート（serverpath¥%DNA_User_Name%.dtf）を

使用して、同じサーバ（serverpath）上のユーザ名の付いた DNA ファイル

（%DNA_User_Name%.dna）に保存します。 

従業員には、業務終了時にショートカットをダブルクリックして、設定とデー

タを保存するように指示しておく必要があります。 ユーザに代わって、この

操作を DMM Scheduler に実行させることもできます。 

3. コンピュータまたはネットワークの障害発生後、影響を受けたコンピュータ

のハードディスク ドライブを修理、消去して、再フォーマットします。 

4. オペレーティング システムとネットワーク環境を復旧します。 

5. ソフトウェアをコンピュータに展開します。 

6. ショートカットを作成し、復旧した各コンピュータにコピーします。 

例：  

"serverpath¥DesktopDNA.exe" /A "serverpath¥%DNA_User_Name%.dna" /M /R 

このショートカットは、以前に保存された DNA ファイルを適用し、従業員の

設定とデータを復旧して、完了後にコンピュータを再起動します。 
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コマンド ラインの長さの超過 

標準のコマンド ラインの長さは 255 文字です。 この制限を回避するために、DMM 

オプション ファイルにコマンド ライン含めることができます。 コマンド ライン

は、プログラムの起動に使用するコマンドに続けて記述します。  

ただし、コマンド ラインとオプション ファイルのエントリがそれぞれ有効である

ことを確認する必要があります。 つまり、各スイッチに必要なすべてのコマンド 

ライン スイッチを適切な場所に配置する必要があります。  

たとえば、/D スイッチと /T スイッチを、プログラム実行用のコマンド ラインと

オプション ファイルのコマンド ライン オプションに分割して配置することはで

きません。 2 つともコマンド ライン、またはオプション ファイルにまとめて配置

する必要があります。   
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ユーザ コマンド ラインの詳細 

CA DMM では、DMM Template Editor や CA DMM ユーザ インターフェース以外に

も、マイグレートするユーザを選択できるユーザ コマンド ラインをサポートして

います。  

ユーザ コマンド ラインを実行するには管理者としてログインする必要がありま

す。  

注： /S （パスワード）は、ユーザ コマンド ラインの引数と共に使用することはで

きません。 

ユーザ コマンド ラインを使用した場合、競合を避けるため、ユーザ インター

フェースまたは DMM テンプレートでのユーザ選択は無効になります。  

注： ユーザ コマンド ラインを実行したうえで、ユーザ インターフェースでユーザ

を選択したり、ユーザ選択を含むテンプレートをロードしたりした場合、イン

ターフェースやテンプレートでのユーザ選択は無視されます。 ユーザ コマンド 

ライン引数が常に優先されます。  

ローカル ユーザを選択するための構文は以下のとおりです。 

/user <ユーザ名> 

ドメイン ユーザを選択するための構文は以下のとおりです。 

/user <ドメイン名または Active Directory コンテナ>¥<ユーザ名> 

ユーザ コマンド ライン スイッチの最後の要素は常にユーザ名であると見なされ

ます。 

ユーザ コマンド ラインにはワイルドカード (P. 29)と変数を使用できます。 
 



ユーザ コマンド ラインの詳細 

 

第 2 章： コマンド ライン インターフェース  27  

 

セキュリティ マイグレーション 

DMM オプション ファイルで［グループ メンバシップ (P. 95)をマイグレートする］

オプションを True に設定すると、該当するグループ メンバシップがユーザと共

にマイグレートされます。 ［グループ メンバシップをマイグレートする］オプショ

ンは、デフォルトで True に設定されています。  

NTFS セキュリティ情報の格納と適用 (P. 95)のオプションが DMM オプション 

ファイルで True に設定されている場合、該当するファイルとフォルダ セキュリ

ティがユーザと共にマイグレートされます。 NTFS セキュリティ情報の格納と適

用のオプションは、デフォルトで False に設定されています。 

グループと NTFS セキュリティのマイグレーションは、ユーザが DMM ユーザ イ

ンターフェース、テンプレート ファイル、ユーザ コマンド ラインのどれを使用

して選択されたかに関わらず、マイグレーション用に選択されたユーザと関連付

けられます。  

 
 

ユーザ コマンド ラインの機能 

ユーザ コマンド ラインでは以下の機能がサポートされています。 

■ ワイルドカード (P. 29)  

■ ローカル ユーザ (P. 31)  

■ 特殊ユーザ (P. 32)  

■ ドメインまたは Active Directory ユーザ (P. 32)  

■ 孤立ユーザ (P. 35)  

■ ユーザの除外 (P. 36)  

■ 日付範囲 (P. 37)  

■ ユーザのリダイレクト (P. 38)  
 

すべてのユーザ（ローカル、ドメイン、Active Directory、孤立）を含めるまたは

除外するには以下の構文を使用します。 

 

ユーザの種類 追加フィルタ 除外フィルタ 説明と例 

ローカル /user ?* /nouser ?* ローカル アカウントを除くすべてのユーザをマ

イグレートするには、以下の構文を使用します。  

/user* /nouser ?*  
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ユーザの種類 追加フィルタ 除外フィルタ 説明と例 

ドメイン /user ?*¥* /nouser ?*¥* この例の「含める場合」の構文では、孤立ユーザ

を除くすべてのユーザがマイグレートされます。 

この例の「除外する場合」の構文では、孤立ユー

ザを除くすべてのユーザが除外されます。   

孤立ユーザを含めるまたは除外する方法の詳細に

ついては、孤立ユーザの行を参照してください。  

Active 
Directory 

/user ?*¥*¥* 

注： 「*」は、

組織単位ま

たは任意の

深度レベル

のコンテナ

を定義しま

す。 

/nouser ?*¥*¥
* 

孤立ユーザを除くすべての Active Directory ユーザ

を含めるには、以下の構文を使用します。 

/user ?*¥*¥* 

前者の例では、孤立ユーザおよびユーザ名が組織

単位の名前と同じ名前を持つ Active Directory ユー

ザを除くすべての Active Directory ユーザがマイグ

レートされます。 

Active Directory に含まれるすべての孤立ユーザを

除外するには、以下の構文を使用します。 

/user * /nouser ?*¥*¥* /user ?*¥*¥* orphan false  

Active Directory ユーザを除外し、その他すべての

ユーザを含めるには、以下の構文を使用します。 

/user * /nouser ?*¥*¥* 

孤立した Active Directory アカウントは、ドメイン 

アカウントと見かけが同じになるため、選択され

たままになります。   

すべてのユー

ザ 

/user * /nouser * すべてのユーザ（孤立ユーザ、特殊ユーザ（注を

参照）、ドメイン ユーザ、Active Directory ユーザ）

をシステムに含めるには、以下の構文を使用しま

す。   

/user * 
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ユーザの種類 追加フィルタ 除外フィルタ 説明と例 

孤立 ローカル： 

/user ?* 
orphan true 

ドメイン：  

/user?*¥* 
orphan true 

Active 

Directory： 

/user ?*¥*¥* 
orphan true 

ローカル：  

/user ?* 
orphan false 

ドメイン：  

/user ?*¥* 
orphan false 

Active 

Directory： 

/user ?*¥*¥* 
orphan false 

これらの例では、すべての孤立ユーザが除外され

ます。 

注： 特殊ユーザとは、管理者やデフォルト ユーザのように、オペレーティング シ

ステムによって作成されたプロファイルを持つユーザです。  
 

ワイルドカード 

ワイルドカードを使用すると、ドメインまたは Active Directory コンテナと、マイ

グレートするユーザ名を識別できます。  

デスティネーション ワイルドカードとソース ワイルドカードには違いがありま

す。 ソース ワイルドカードの場合、名前にワイルドカードを含めることができま

すが（「I*n?¥m*am?r」など）、デスティネーション ワイルドカードでは、名前

全体を置き換えることしかできません（「x¥y:domain1¥*」、「x¥y:*¥John」など）。 

ワイルドカードの使用例は以下のとおりです。 

*（アスタリスク） 

アスタリスクの位置の任意の 0 文字以上の文字列に一致します。 以下

に使用例を示します。 

/user * 

ローカル、Active Directory、Windows ドメインを含むシステム上の

すべてのユーザを選択します。 これは「/user */*」と同じになり

ます。 
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/user la* 

システム上の「La」に一致するすべてのローカル ユーザまたはロー

カル特殊ユーザを選択します。Laura、Lauren、Laural、Lawrence、

Laurie などに一致します。 

/user *¥* 

ローカル、Active Directory、Windows ドメインを含むシステム上の

すべてのユーザを選択します。 これは「/user */*」と同じになり

ます。 

/user Domain1¥* 

Domain1 に属するシステム上のすべてのユーザを選択します。 

/user ?*¥Michael 

システム上の任意の Windows ドメインに属するユーザ Michael を

選択します。 

/user ?*¥%DNA_User_Name 

システム上の任意の Windows ドメインにログインしているユーザ

を選択します。 

/user ?*¥*¥* 

孤立ユーザを除くすべての Active Directory ユーザを選択します。 

「*」は、組織単位または任意の深度レベルのコンテナを定義しま

す。 
 

? （疑問符） 

疑問符の位置の任意の 1 文字に一致します。 アスタリスクと併用でき

ます。 疑問符はソース マシンからユーザを指定する場合のみ使用しま

す。 デスティネーションでユーザのリダイレクトを指定するときに疑

問符を使用することはできません。 

/user ?*¥M?ch* 

指定したワイルドカードに一致するすべてのユーザを選択します。 

任意の Windows ドメインに属する Michael と Michelle が選択され

ます。 

user Domain1¥M?ch* 

Domain1 に属し、定義したワイルドカードに一致するすべてのユー

ザを選択します。 Domain1 に属する Michael と Michelle の両方が選

択されます。 
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ローカル ユーザ 

ユーザ コマンド ラインでは、（ドメインを指定せずに）ユーザ名だけを入力して、

ローカル ユーザを指定する必要があります。 パラメータが 1 つだけのすべての

ユーザ コマンド ラインは、ソースおよびデスティネーションの両方でローカル 

ユーザまたは特殊ユーザと見なされます。  

ローカル ユーザの指定には、ワイルドカードと変数を使用できます。 

ローカル ユーザをマイグレートするための構文は以下のとおりです。 

/user <ユーザ名> 

例 1： Michael をマイグレートする 

以下のコマンドを実行すると、ローカル ユーザ Michael がマイグレートされます。 

/user Michael 

例 2： 名前が M で始まるすべてのローカル ユーザをマイグレートする 

以下のコマンドを実行すると、名前が M で始まるすべてのローカル ユーザがマ

イグレートされます。 

/user M* 
 

例 3： 名前が M で始まり ch を含むすべてのローカル ユーザをマイグレートする 

以下のコマンドを実行すると、名前が M で始まり ch を含むすべてのローカル 

ユーザ（Michael、Michelle など）がマイグレートされます。 

/user M?ch* 

例 4： 現在ログオンしているユーザをマイグレートする 

以下のコマンドでは、変数を使用して、現在ログオンしているユーザをマイグ

レートします。 

/user %user_name% 
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特殊ユーザ 

特殊ユーザとは、管理者やデフォルト ユーザなどオペレーティング システムに

よって作成されるユーザ プロファイルです。  

ローカル ユーザまたは特殊ユーザをユーザ コマンド ラインで指定する場合は、

ユーザ名のみを指定します。 単一の引数のみを含むユーザ コマンド ラインはす

べて、ローカル ユーザまたは特殊ユーザと見なされます。  

ドメインに属する特殊ユーザを指定するには、ユーザ コマンド ラインにユーザ名

だけでなく、ドメインまたは Active Directory も指定します。  

ユーザの指定には、ワイルドカードと変数を使用できます。 
 

［複数のユーザ］ 

/user コマンドを複数回入力することで、複数のユーザを指定できます。 /user コ

マンドで各ユーザを入力すると、それらのユーザをデスティネーション マシンに

簡単にリダイレクトできます。  
 

複数のユーザをマイグレートするための構文は以下のとおりです。 

/user <ドメイン名>¥<ユーザ名> /user <ドメイン名>¥<ユーザ名> 
 

ドメイン ユーザ 

コマンド ラインでユーザ名の前にドメイン名を入力することで、ドメイン ユーザ

を指定できます。 ユーザおよびドメインの指定には、ワイルドカードと変数を使

用できます。 

ワイルドカードを使用することはできますが、ユーザ コマンド ラインの先頭にア

スタリスクを入力すると、Windows ドメイン ユーザのステータスとは無関係にす

べてのユーザ（ワイルドカード ユーザ）が選択されるので注意が必要です。 マイ

グレーションのローカル ユーザまたは特殊ユーザではなく、Windows ドメイン 

ユーザのみを選択するには、以下の例のようにアスタリスク（*）の前に疑問符

（?）を入力します。 
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ドメイン ユーザをマイグレートするための構文は以下のとおりです。 

/user <ドメイン名>¥<ユーザ名> 

例 1： Domain 1 に属する Michael というユーザをマイグレートする 

以下のコマンドを実行すると、Domain1 のユーザ Michael がマイグレートされま

す。 

/user Domain1¥Michael 

例 2： 名前が M で始まるすべてのドメイン ユーザをマイグレートしない 

以下のコマンドを実行すると、名前が M で始まるすべてのドメイン ユーザがマ

イグレートされます。 

/user ?*¥M* 
 

例 3： 名前が M で始まり ch を含むすべてのドメイン ユーザをマイグレートする 

以下のコマンドを実行すると、名前が M で始まり ch を含むすべての Windows ド

メイン ユーザ（Michael、Michelle など）がマイグレートされます。 

/user ?*¥M?ch* 

例 4： マシン上のすべての Domain1 ユーザをマイグレートする 

以下のコマンドを実行すると、マシン上のすべての Domain1 ユーザがマイグレー

トされます。 

/user Domain1¥* 
 

例 5： 現在ログオンしているユーザをマイグレートする 

以下のコマンドを実行すると、現在ログオンしているすべての Windows ドメイン 

ユーザがマイグレートされます。 

/user ?*¥%User_Name% 

例 6： 現在ログオンしているユーザをマイグレートする 

以下のコマンドを実行すると、現在ログオンしているすべての Domain1 ユーザが

マイグレートされます。 

/user Domain1¥%User_Name% 
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Active Directory ユーザ 

コマンド ラインでユーザ名の前に Active Directory 名を入力することで、Active 

Directory ユーザを指定することができます。  

ユーザおよび Active Directory コンテナの指定には、ワイルドカードと変数を使用

できます。 

ワイルドカードを使用することはできますが、ユーザ コマンド ラインの先頭にア

スタリスクを入力すると、Active Directory のステータスとは無関係にすべての

ユーザ（ワイルドカード ユーザ）が選択されるので注意が必要です。 マイグレー

ションのローカル ユーザまたは特別なユーザではなく、Active Directory ユーザの

みを選択するには、以下の例のようにアスタリスク（*）の前に疑問符（?）を入

力します。 

ドメイン ユーザをマイグレートするための構文は以下のとおりです。 

/user <active directory>[(¥<コンテナ>)|(¥<組織単位>)+]¥<ユーザ名> 

コンテナおよび組織単位のルール 

■ ユーザはコンテナ内または組織単位内に含めることができます。 

■ 組織単位はコンテナ内に含めることはできません。 

■ 組織単位は別の組織単位内に含めることができます。 
 

例 1： コンテナ内の Active Directory ユーザのマイグレート 

以下のコマンドを実行すると、以下に属するユーザ Michael Smith がマイグレート

されます。 

Active Directory： PM.ca.com 

コンテナ： Users 

ユーザ： Michael.Smith 

/user PM.ca.com¥Users¥Michael.Smith 
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例 2： 2 つの組織単位に含まれるユーザのマイグレート 

以下の例では、以下に属するユーザ Michael Smith がマイグレートされます。 

Active Directory： engineering.ca.com 

組織単位： Enterprise 

組織単位： Engineer 

/user engineering.ca.com¥Enterprise¥Engineer¥Michael.Smith 
 

例 3： 2 つの組織単位に含まれるすべての Active Directory ユーザのマイグレート 

以下の例では、以下に属するシステム上のすべてのユーザがマイグレートされま

す。 

Active Directory： すべての Active Directory 

組織単位： すべての組織単位  

組織単位： すべての組織単位  

/user ?*¥*¥* 
 

孤立ユーザ 

/user コマンド ラインで、「orphan true」または「orphan false」と入力すること

で、孤立ユーザを指定できます。  

孤立ユーザをマイグレートするための構文は以下のとおりです。 

/user <ユーザ名> orphan true 

/user <ユーザ名> orphan false 

例 1： 孤立していないローカル ユーザをマイグレートする 

以下の例では、孤立アカウントではないユーザ Michael がマイグレートされます。 

/user Michael orphan false 
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例 2： 名前が M で始まるすべての孤立ドメイン ユーザをマイグレートする 

以下のコマンドを実行すると、名前が M で始まるすべての孤立ドメイン ユーザ

がマイグレートされます。 

/user ?*¥M* orphan true 

例 3： 名前が M で始まり ch を含む、孤立していないすべてのドメイン ユーザをマイグ

レートする 

以下のコマンドを実行すると、名前が M で始まり ch を含む、孤立していないす

べてのドメイン ユーザがマイグレートされます。 

/user ?*¥M?ch* orphan false 
 

ユーザの除外 

コマンド ラインでユーザをマイグレーションから除外できます。 ユーザ名を引数

として、/user パラメータと共に使用します。  

ユーザをマイグレーションから除外する構文は以下のとおりです。 

/nouser *¥<ユーザ名> 

/user <ドメイン名>¥<ユーザ名> /user <ドメイン名>¥<ユーザ名> 

例 1： ドメイン ユーザをマイグレーションから除外する 

以下のコマンドを実行すると、ドメイン D5 の Michael というユーザがマイグレー

ションから除外されます。 

/nouser D5¥Michael 
 

例 2： D5 を除くすべてのドメインのユーザを除外する 

以下のコマンドを実行すると、すべてのドメインの Michael という名前のユーザ

が除外されます（ドメイン D5 の Michael を除く）。 

/user ?*¥Michael /nouser D5¥Michael 

例 3： 名前が M で始まるすべてのドメイン ユーザをマイグレートしない 

以下のコマンドを実行すると、名前が M で始まるすべてのドメイン ユーザがマ

イグレートされません。 

/nouser ?*¥M* 
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日付範囲 

「before <日付>」および「after <日付>」を使用して、ユーザのマイグレーション

を指定できます。 このコマンド ライン スイッチを使用すると、指定した日付以

降または以前に変更されたユーザ プロファイルをマイグレートできます。 before 

引数または after 引数を単独で使用したり、組み合わせて使用することで、/user ま

たは /nouser 引数と共に日付の範囲を指定します。  

注： 日付はそれぞれのロケールの短縮形で指定します。 英語環境でのデフォルト

は m/d/yyyy （12/5/2002 または 1/14/2003）になります。 Windows 2000 では、日

付の設定はコントロール パネルにある［地域のオプション］で設定します。 時刻

は指定日の深夜 0 時になります。  
 

マイグレーションの日付範囲を指定する構文は以下のとおりです。 

/user <ドメイン名>¥<ユーザ名> after 12/5/2003 

/user <ドメイン名>¥<ユーザ名> before 1/15/2004 

/user <ドメイン名>¥<ユーザ名> after 12/5/2003 and before 1/15/2004 

例 1： 2003 年 12 月 5 日以降に作成されたすべてのドメインのユーザをマイグレートす

る 

以下のコマンドを実行すると、2003 年 12 月 5 日以降にプロファイルが作成され

たすべてのドメインの Michael というユーザがマイグレートされます。 

/user ?*¥Michael after 12/5/2003 

例 2： 2004 年 1 月 15 日以前に作成されたすべてのドメインのユーザをマイグレートす

る 

以下のコマンドを実行すると、2004 年 1 月 15 日以前にプロファイルが作成され

たすべてのドメインの Michael というユーザがマイグレートされます。 

/user ?*¥Michael before 1/15/2004 

例 3： 指定した日付範囲ですべてのユーザをマイグレートする 

以下のコマンドを実行すると、2003 年 12 月 2 日 ～ 2004 年 1 月 15 日の間にユー

ザ プロファイルにアクセスされた、すべてのドメインのユーザがマイグレートさ

れます。 

/user ?*/* after 12/5/2003 before 1/15/2004 
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ユーザのリダイレクト 

コマンド ラインを使用して、ユーザをリダイレクトする場合、リダイレクト引数

を使用できるのは、同時に DNA ファイルを適用する場合のみです。 DNA ファイ

ルを作成するときにリダイレクト引数をコマンド ラインに入力すると、コマンド 

ラインが無効であることを示すメッセージが表示されます （/A と共にのみ使用し、 

/D と共に使用しないでください）。 

ユーザ コマンド ラインを使用した場合、競合を避けるため、CA DMM ユーザ イ

ンターフェースまたは DMM テンプレートでのユーザ選択は無効になります。 

注： ユーザ コマンド ラインを実行した上で、ユーザ インターフェースでユーザを

選択したり、ユーザ選択を含むテンプレートをロードしたりした場合、インター

フェースやテンプレートでのユーザ選択は無視されます。 ユーザ コマンド ライ

ン引数が常に優先されます。 この場合、メッセージがイベント ログとデバッグ ロ

グに書き込まれます。  

ソースまたはデスティネーション ユーザ コマンド ラインの最後の要素は常に

ユーザ名であると見なされます。  
 

以下の構文を実行すると、ユーザがあるドメインから別のドメインにマイグレー

トされます。 

/user <ドメイン名>¥<ユーザ名>:<ドメイン名>¥<ユーザ名> 

以下の構文を実行すると、ユーザがあるドメインから Active Directory にマイグ

レートされます。 

/user <ドメイン名>¥ユーザ名>:<active directory>.<コンテナ>.<組織単位>¥<ユーザ名> 

以下の構文を実行すると、ユーザがある Active Directory から別の Active Directory 

にマイグレートされます。 

/user <active directory>.<コンテナ>.<組織単位>¥<ユーザ名>: 

<active directory>.<コンテナ>.<組織単位>¥<ユーザ名> 

例 1： ユーザをドメイン間でマイグレートする 

以下の例では、Domain1 のユーザ Michael が Domain5 のユーザ Michael にマイグ

レートされます。 

/user Domain1¥Michael:Domain5¥Michael 
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例 2： ユーザを Active Directory 間でマイグレートし、ユーザ名を変更する 

以下のコマンドを実行すると、Domain1 のユーザ Jane が Active Directory 

Admin.ca.com の User コンテナに、ユーザ名 Jane.Married としてマイグレートされ

ます。 

/user Domain1¥Jane:Admin.ca.com¥Users¥Jane.Married 

例 3： ユーザを Active Directory コンテナ間でマイグレートし、ユーザ名を変更する 

以下のコマンドを実行すると、Active Directory PM.ca.com の User コンテナのユー

ザ Jane.Maiden が Active Directory PM.ca.com の Admin コンテナのユーザ名 

Jane.Married としてマイグレートされます。 

/user PM.ca.com¥Users¥Jane.Maiden:PM.ca.com¥Admin¥Jane.Married 

例 4： ドメイン ユーザをローカル ユーザにリダイレクトする 

以下のコマンドを実行すると、ドメイン ユーザがローカル ユーザにリダイレクト

されます。 マシン名の環境変数を使用する必要があります。 

/user *¥*:%DNA_MACHINE_NAME%¥* 
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第 3 章： コマンド ラインによるウィザードの

カスタマイズ 
 

コマンド ラインで対象ユーザに表示するシートとページを指定することで、CA 

DMM ウィザードをカスタマイズできます。 カスタマイズするには、DMM オプ

ション ファイル、ショートカット、またはバッチ ファイルでコマンド ラインを

作成します。 ウィザードをカスタマイズすると、マイグレーションのセキュリ

ティが向上し、エンド ユーザによるマイグレーション処理が容易になります。 

ユーザ インターフェース エレメントを無効にすることで、セキュリティが高く、

エンド ユーザにとって分かりやすいマイグレーション処理を作成できます。  
 

ユーザ インターフェース エレメントの無効化 

/DISABLE コマンド ライン オプションを使用すると、ユーザ インターフェースの

一部を無効にすることができます。 1 つのコマンド ラインに複数の /DISABLE オプ

ションを指定できます。 マイグレーションを実行するために入力が必要なページ

は無効にしないでください。 たとえば、マイグレーションを適用するときにユー

ザが DNA ファイルを選択する必要がある場合は、［DNA ファイルを開く］ページ

を無効にできません。 

シートを無効にすると、シートのすべてのページが無効になり、タブが削除され

ます。 シート内のすべてのページを無効にすると、シート自体も無効になります。 

開始ページとして使用できるユーザ インターフェース エレメントや無効にでき

るエレメントについては、「ファイル タイプ (P. 110)」を参照してください。 末

尾に「Sheet」が付いているエレメントは、CA DMM ユーザ インターフェースのタ

ブを表します。 末尾に「Page」が付いているエレメントは、シート内のページを

表します。 末尾に「WelcomePage」が付いているページは、初期画面を無効にす

ると表示されません。 

注： ユーザ インターフェース エレメントを /disable コマンドで指定する場合は、

大文字と小文字を正しく入力する必要があります。 メニュー アイテムを無効にし

ても、ユーザ インターフェースの関連するページは無効になりません。  
 



CA DMM の開始ページの指定 
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例：  

以下のコマンド ラインは次のアイテムを無効にします。 

■ ［開始］シート 

■ ［システム設定の選択］ページ 

■ ［アプリケーションと設定の選択］ページ 

■ ［検索フィルタの選択］ダイアログ ボックス 

■ ［デスティネーション］シート 

■ ［ユーザの選択］ページ 

/disable StartSheet /disable SystemSettingsPage /disable ApplicationsSettingsPage 

/disable SearchFilters /disable DestinationSheet /disable UserOptionsPage 
 

CA DMM の開始ページの指定 

/LAUNCH コマンド ライン オプションを使用すると、CA DMM を起動したときに最

初に表示されるページを指定できます。 マイグレーションを実行するために入力

が必要なページをスキップしないでください。 
 

［開始］タブの無効化コマンド 

［開始］タブのページとその機能を無効にするコマンドは以下の表のとおりです。 

 

ページ コマンド 説明 

［開始］タブ StartSheet ユーザ インターフェースから

［開始］タブとそのすべての

ページを削除します。 

CA DMM へようこそ StartSheetWelcomePage ［開始］タブの初期画面。 

DMM タスクの選択 DNAServicePage DNA ファイルを作成または開く

ためのページ、またはリアル タ

イム マイグレーションのソー

スまたはデスティネーションを

選択するページを削除します。 

DMM タスクの選択-［開く］

ボタン 

DNAServicePage::Open ［開く］ボタンを無効にします。 



［開始］タブの無効化コマンド 
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ページ コマンド 説明 

DMM タスクの選択-［作成］

ボタン 

DNAServicePage::Create ［作成］ボタンを無効にします。 

DMM タスクの選択-［ソー

ス］ボタン 

DNAServicePage::Source ［ソース］ボタンを無効にしま

す。 

DMM タスクの選択-［デス

ティネーション］ボタン 

DNAServicePage::Destination ［デスティネーション］ボタン

を無効にします。 

［テンプレート ファイル

を開く］ 

TemplateFileListPage テンプレートのリストから 

DMM テンプレートを選択する

ページを削除します。  

DNA ファイルを開く DNAFileListPage DNA ファイルのリストから DNA 

ファイルを選択して開くページ

を削除します。 

DNA ファイル オプション EditBoxFilePage DNA ファイルを開いたときに、

DNA ファイルを編集するか、直

接［デスティネーション］タブ

に移動するかを選択するページ

を無効にします。 

DNA ファイル オプション-

［デスティネーション］ボ

タン 

EditBoxFilePage::Destination ［デスティネーション］ボタン

を無効にします。 

DNA ファイル オプション-

［編集］ボタン 

EditBoxFilePage::Edit ［編集］ボタンを無効にします。 

パスワードの入力 ServerPasswordPage リアルタイム マイグレーショ

ン中にソース システムを不正

アクセスから保護するためのパ

スワードを設定するページを削

除します。また、リアルタイム 

マイグレーション中にデータ交

換を暗号化します。 

標準ネットワーク ServerConnectionPage リアル タイム マイグレーショ

ン中にソース マシンの接続ス

テータスを表示するページを削

除します。 



［設定］タブの無効化コマンド 
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ページ コマンド 説明 

標準ネットワークでソース 

システムに接続 

ClientConnectionPage リアルタイム マイグレーショ

ン中に、見つかった PC への接

続、他の PC の検索、IP アドレス

の入力、宛先マシンでの暗号化

モードの有効化などを行うペー

ジを削除します。 

ソース システムの検索 MachineBrowserPage リアル タイム マイグレーショ

ン中に、見つかったソース シス

テムのリストからの選択、デス

ティネーション マシンの IP ア

ドレスの入力などを行うページ

を削除します。 
 

［設定］タブの無効化コマンド 

［設定］タブのページとその機能を無効にするコマンドは以下の表のとおりです。 

 

ページ コマンド 説明 

［設定］タブ SettingsSheet ユーザ インターフェースから

［設定］タブとそのすべての

ページを削除します。 

［設定の選択］ SettingsSheetWelcomePage ［設定］タブの情報/初期画面

ページを削除します。 

［マイグレーションする

ユーザの選択］（現在の

ユーザまたは複数のユー

ザ） 

UserOptionsPage マイグレートする現在のユーザ

または複数のユーザを選択する

ページを削除します。 

［マイグレーショントユー

ザの選択］ 

UserSettingsPage マシン上のユーザのリストから

複数のユーザを選択するページ

をユーザ インターフェースか

ら削除します。 

［システム設定の選択］ UserSettingsPage マイグレートするシステム設定

を選択するページを削除しま

す。 



［フィルタ］ページ コマンド 
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ページ コマンド 説明 

［アプリケーションと設定

の選択］ 

ApplicationsSettingsPage マイグレートするアプリケー

ションとアプリケーション設定

を選択するページを削除しま

す。 

［ファイルとフォルダの選

択］ 

FileSelectionPage マイグレートするファイルと

フォルダを選択するページを削

除します。 

検索フィルタの選択 FilterSelectionPage マイグレーションのフィルタを

定義するページを削除します。 
 

［フィルタ］ページ コマンド 

［フィルタ］ページの無効化コマンドは以下の表のとおりです。 

 

ページ コマンド 説明 

［設定］タブ 

検索フィルタの選択 

FilterSelectionPage ［フィルタの選択］ページを無

効にします。 

［デスティネーション］タ

ブ 

［フィルタのデスティネー

ション］ 

FilterDestinationPage ［フィルタのデスティネーショ

ン］ページを無効にします。 

 

［デスティネーション］タブの無効化コマンド 

［デスティネーション］タブのページとその機能を無効にするコマンドは以下の

表のとおりです。 

 

ページ コマンド 説明 

［デスティネー

ション］タブ 

DestinationSheet ユーザ インターフェースか

ら［デスティネーション］タ

ブとそのすべてのページを

削除します。 



［デスティネーション］タブの無効化コマンド 
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ページ コマンド 説明 

［DNA のデスティ

ネーション］ 

DestinationSheetWelcomePage ［デスティネーション］タブ

の情報/初期ぺージを削除し

ます。 

［DNA ファイルの

保存］ 

DestinationSheetBoxFileBrowsePage DNA ファイルの作成時に、パ

ス、ファイル名、タイトル、

および説明を入力するペー

ジを削除します。 

［DNA ファイルの

保存］-［詳細設定］

ボタン 

DestinationSheetBoxFileBrowsePage 
::Advanced 

［DNA ファイルの保存］ペー

ジの［詳細設定］ボタンを無

効にします。 このボタンを

使用すると、自己解凍オプ

ション、メディア スパン、

データ保護、および DNA 

ファイルのパスワード保護

などのオプションを変更で

きます。 

［デスティネー

ション オプショ

ン］ 

LocationLevelPage ユーザ インターフェースで

デスティネーションの基本

設定（リダイレクトなし）ま

たは詳細設定を選択するた

めのページを削除します。 

［デスティネー

ション オプショ

ン］-［基本設定］

ボタン 

LocationLevelPage::Basic DNA ファイルをデスティ

ネーション マシンに適用す

るときに、［デスティネー

ション オプション］ページ

の［基本設定］ボタンを無効

にします。 

［デスティネー

ション オプショ

ン］-［詳細設定］

ボタン 

LocationLevelPage::Advanced DNA ファイルをデスティ

ネーション マシンに適用す

るときに、［デスティネー

ション オプション］ページ

の［詳細設定］ボタンを無効

にします。 



［マイグレーション］タブの無効化コマンド 
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ページ コマンド 説明 

［デスティネー

ションの選択］ 

SimpleLocationOptionsPage デスティネーションの詳細

設定を行うときにアプリ

ケーションや関連ドキュメ

ントの場所をリダイレクト

するページを削除します。 

［ユーザ デスティ

ネーション］ 

UserDestinationsPage デスティネーションの詳細

設定を行うときにユーザの

場所をリダイレクトする

ページを削除します。 

［アプリケーショ

ンのデスティネー

ション］ 

AppLocationOptionsPage デスティネーションの詳細

設定を行うときにアプリ

ケーションや関連ドキュメ

ントの場所をリダイレクト

するページを削除します。 

［ファイルとフォ

ルダのデスティ

ネーション］ 

FileLocationOptionsPage デスティネーションの詳細

設定を行うときにファイル、

フォルダ、およびフィルタの

場所をリダイレクトする

ページを削除します。 

［フィルタのデス

ティネーション］ 

FilterDestinationPage デスティネーションの詳細

設定を行うときにフィルタ

の場所をリダイレクトする

ページを削除します。 
 

［マイグレーション］タブの無効化コマンド 

［マイグレーション］タブのページとその機能を無効にするコマンドは以下の表

のとおりです。 

 

ページ コマンド 説明 

［マイグレーション］タブ TransferSheet ユーザ インターフェースから

［マイグレーション］タブとそ

のすべてのページを削除しま

す。 



［ログ］タブの無効化コマンド 
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ページ コマンド 説明 

［DNA のマイグレーショ

ン］ 

TransferSheetWelcomePage ［マイグレーション］タブの情

報/初期画面ページを削除しま

す。 

［マイグレーションを待機

中］と［システムをマイグ

レート中］ 

TransferStatusPage マイグレーションの開始やス

テータスの監視に使用するペー

ジを削除します。 

［マイグレーションを待機

中］-［開始］ボタン 

TransferStatusPage::Start ［開始］ボタンを無効にします。 

［システムをマイグレート

中］-［停止］ボタン 

TransferStatusPage::Stop マイグレーション開始後に［停

止］ボタンを無効にします。 

［マイグレーションが完了

しました］-［ファイルのサ

マリ］ボタン 

TransferStatuspage::FileInfo DNA ファイル作成後に［ファイ

ルのサマリ］ボタンを無効にし

ます。 

［ログ］タブの無効化コマンド 

［ログ］タブのページとその機能を無効にするコマンドは以下の表のとおりです。 

 

ページ コマンド 説明 

［ログ］タブ LogsSheet ユーザ インターフェースから

［ログ］タブとそのすべての

ページを削除します。 

［マイグレーション ログ］ LogsSheetWelcomePage ［ログ］タブの情報/初期画面

ページを削除します。 

［セッション ログとアン

ドゥ］ 

UndoPage マイグレーション結果を表示し

てマイグレーション全体または

選択した一部を元に戻すための

ページを削除します。 

［セッション ログとアン

ドゥ］-［元に戻す］ボタン 

UndoPage::Undo ［元に戻す］ボタンを無効にし

ます。 



メニューその他の無効化コマンド 
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ページ コマンド 説明 

［セッション ログとアン

ドゥ］-［アンドゥ ファイル

のロード］ボタン 

UndoPage::LoadUndo ［アンドゥ ファイルのロード］

ボタンを無効にします。 このボ

タンをクリックすると、以前作

成したアンドゥ ファイルを開

くことができます。 

［マイグレーション イベ

ント ログ］ 

EventPage すべてのマイグレーション 

メッセージが記録されたイベン

ト ログを表示するページを削

除します。 

［マイグレーションが完了

しました］ 

CongratulationsPage 完了メッセージを表示して新し

いマイグレーションを開始する

ためのページを削除します。 

［マイグレーションが完了

しました］-［新規マイグ

レーション］ボタン 

NewMigration ［マイグレーションが完了しま

した］ページの［新規マイグレー

ション］ボタンを削除します。 
 

メニューその他の無効化コマンド 

メニューその他の機能を無効化するコマンドは以下の表のとおりです。 

 

メニュー ページ コマンド 説明 

ファイ

ル 

［ファイル］-［新規マ

イグレーション］ 

NewMigration ［ファイル］メニューから［新規

マイグレーション］を削除しま

す。 

 ［ファイル］-［開く］-

［テンプレート］ 

LoadTemplate ［ファイル］-［開く］から［テ

ンプレート］を削除します。 

 ［ファイル］-［開く］-

［DNA ファイル］ 

OpenDNAFile ［ファイル］-［開く］から［DNA 

ファイル］を削除します。 

 ［ファイル］-［テンプ

レートの保存］ 

SaveTemplate ［ファイル］メニューから［テン

プレートの保存］を削除します。 

Windows ［ウィンドウ］-［検索

フィルタ］ 

SearchFilters ［ウィンドウ］メニューから［検

索フィルタ］を削除します。 



メニューその他の無効化コマンド 
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メニュー ページ コマンド 説明 

［オプ

ション］ 

［オプション］-［設定］ KhanSheet::OptionsSe
ttings 

［オプション］メニューから［設

定］を削除します。 

 ［オプション］-［ログ］ OptionsDialog::Logs ［オプション］メニューから［ロ

グ］を削除します。 

その他 ページ コマンド 説明 

  RestartRequiredDialog マイグレーションが完了したと

きに［再起動してください］ダイ

アログ ボックスを表示しませ

ん。 

  CommandLineHelp コマンド ラインでユーザが「/?」

パラメータを入力したとき、 ま

たはコマンド ラインでエラーが

検出されたときに表示されるコ

マンド ライン ヘルプ ダイアロ

グ ボックスを削除します。 
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第 4 章： コマンド ラインを使用したバック

アップの再スケジュール 
 

この章では、コマンド ラインを使用してバックアップをスケジュールする方法に

ついて説明します。 
 

コマンド ラインの構文 

このコマンドは、DMM Always Current Scheduler によって自動的に発行されます。 

スケジュール済みのタスクの実行前に、バックアップの再スケジュールやキャン

セルを選択できるダイアログ ボックスが DMM Always Current Scheduler によって

表示されます。 再スケジュールする場合、コマンドが実行され、DMM Always 

Current Scheduler が開きます。ここでタスクを実行する別の時間を選択できます。 

コマンド ラインを実行するための構文は以下のとおりです。 

"installation path¥DNAScheduler.exe" /reschedule "[.dmx file path]" 

各項目の説明 

/reschedule 

タスクを別の時間に再スケジュールするために、DMM Always Current 

Scheduler を開きます。 
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第 5 章： CA DMM のリターン コード 
 

CA DMM は、マイグレーションの結果を外部プログラムと通信するためにエラー 

リターン コードを返します。 CA DMM は、終了コードとして以下の操作完了ス

テータス コードを返します。 

 

コード 説明 

1 操作が正常に終了しました。再起動する必要はありません。 

2 操作が正常に終了しました。再起動する必要があります。 

3 レジストリ エントリが正常にアンインストールされました。 

-1 コマンド ライン オプションが無効または不足しています。 

-2 初期化が失敗しました（必要な DLL を初期化できないなど）。 

-3 操作が失敗しました（マイグレーションが中止されました）。 

-4 CA DMM がマイグレーションを試行せずに終了しました（たとえば、マイグレーショ

ン前にユーザによってキャンセルされた場合など）。 

-5 コマンド ラインで指定したテンプレート ファイルが無効または開くことができま

せん。 

-6 予約済み。 このエラーが発生した場合は、テクニカル サポートに問い合わせてくだ

さい。 

-7 コマンド ラインで存在しない DMM オプション ファイルが指定されました。 DMM 

オプション ファイルが /O コマンドで指定されています。 

-8 コマンド ラインで無効な DMM オプション ファイルが指定されました。 DMM オプ

ション ファイルが /O コマンドで指定されています。 

-9 マイグレーション用に有効なユーザ プロファイルが選択されませんでした。 

-10 権限が不足しているか、またはオペレーティング システムの設定が原因で、複数の

ユーザのマイグレーションを有効にできませんでした。 

-11 コマンド ラインで無効なリビジョン日付が指定されました。 

-12 チェックサムの失敗が原因で DNA ファイルを保存/適用できませんでした（DNA 

ファイルが破損しています）。 

-13 コマンド ラインで指定したドライブが不正です。 

-14 リクエストした操作はサポートされていません。 



コマンド ラインの構文 
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第 6 章： DMM Director のリターン コード 
 

CA DMM は、マイグレーションの結果を外部プログラムと通信するためにエラー 

リターン コードを返します。 DMM Director は、終了コードとして以下の操作完

了ステータス コードを返します。 

 

コード 説明 

-100 無効なコマンドです。 

-101 初期化できませんでした。 

-102 無効な DMM マイグレーション ファイル（.dmx）です。 

-103 テンプレート ファイルが指定されていないか利用できません。 

-104 テンプレート エラーです。 

-105 CA DMM が利用できません。 

-106 無効なオプションが指定されました。 

-107 ライブラリ インストーラが利用できません。 

-108 ライブラリ インストーラのエラーです。 

-109 DCOM95 のエラーです。 

-110 コマンドが見つかりません。 

-111 CA DMM インストーラが利用できません。 

-112 CA DMM のインストール エラーです。 

-113 CA DMM のエラーです。 

-114 DDNAOtions.dox ファイルのエラーです。 

-115 IEInstall オプションが利用できません。 

-116 Internet Explorer のインストール エラーです。 
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第 7 章： CA DMM のオプション 
 

CA DMM には、動作を制御するためのさまざまなオプションがあります。 これら

のオプションは以下のいずれかの方法で設定します。 

■ ［オプション］メニューで設定する 

■ DMM オプション ファイルで設定する（デフォルトは DDNAOptions.xml） 

このセクションでは、これらのすべてのオプションについて詳しく説明します。 
 

一般オプション 

設定可能な一般オプションは以下の表のとおりです。 ブール値は、1 （True）ま

たは 0 （False）で指定します。 

 

名前 説明 コメント 有効な値 依存関係 

コマンド ラ

イン 

CA DMM を実行する

ときに使用するコマ

ンド ラインを指定し

ます。 

コマンド ライン

を入力して、CA 

DMM を実行する

ことができます。 

詳細については、

「コマンド ライ

ン インター

フェース (P. 11)」

を参照してくださ

い。 

有効な CA DMM のコマン

ド ライン。 詳細について

は、「コマンド  (16P. )ラ

イン スイッチ」を参照し

てください。 

DMM 

Director を

使用してい

る場合は使

用しないで

ください。 

DMM 

Director に

よってコマ

ンド ライ

ンが自動的

に作成され

ます。 

圧縮方法 DNA ファイルの圧縮

方法を指定します。 

DNA ファイルの作

成時に使用する圧

縮レベルを指定し

ます。 

0 = なし 

1 = 高速 

2 = 最小 

デフォルト値は［高速］

です。 

なし。 



一般オプション 
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名前 説明 コメント 有効な値 依存関係 

圧縮が無効に

なっているこ

とを警告しな

い 

圧縮が無効になって

いる場合に、ユーザ

に警告するかどうか

を指定します。 

True の場合は、

DNA ファイルの作

成前に、圧縮が無

効になっているこ

とをユーザに警告

するメッセージが

表示されます。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は True で

す。 

圧縮オプ

ションは 

False に設

定する必要

がありま

す。 

スクリプト 

ディレクトリ

が見つからな

くても警告し

ない 

スクリプト ディレク

トリが見つからない

場合に、ユーザに通

知するかどうかを指

定します。 

True の場合は、ス

クリプト ディレ

クトリが見つから

ないときに警告ダ

イアログ ボック

スが表示されま

す。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は True で

す。 

なし。 

デフォルトの 

DNA ファイ

ル名 

［デフォルトのファ

イル名と一致する

ファイルのみを表示

する］チェック ボッ

クスがオンのとき

に、［DNA ファイル

を開く］リストに表

示する DNA ファイル

のファイル名構造を

指定します。 

［デフォルトの

ファイル名と一致

するファイルのみ

を表示する］

チェック ボック

スがオンの場合

は、指定した名前

構造と一致する 

DNA ファイルのみ

が DNA ファイル

のリストに表示さ

れます。 

有効なパスおよびファイ

ル名。 

パスおよびファイル名に

は、環境変数と DMM 変

数を使用できます。 

 

デフォルト値は

「...¥Documents and 
Settings¥My 
Documents¥%DNA_machi
ne_name %%DNA_date%_

%DNA_time%.dna」です。 

なし。 

DNA ファイ

ルのパス 

［DNA ファイルを開

く］ページに表示す

る DNA ファイルの検

索ディレクトリを指

定します。 

このパス内にある

ファイルのみが

［DNA ファイルを

開く］リストに表

示されます。  

［DNA ファイルの

パス］オプション

に http サーバの

場所を指定するこ

とはできません。 

有効なパス。 複数のパス

を指定するには、各パス

の間にセミコロン（;）を 

1 つ入力します。 

パスおよびファイル名に

は、環境変数と DMM 変

数を使用できます。 

なし。 
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名前 説明 コメント 有効な値 依存関係 

デフォルトの

テンプレート 

ファイル名 

［テンプレート ファ

イルを開く］ページ

に表示するテンプ

レート ファイルの

ファイル名構造を指

定します。 

［デフォルトの

ファイル名と一致

するファイルのみ

を表示する］

チェック ボック

スがオンの場合

は、指定した名前

構造と一致するテ

ンプレート ファ

イルのみがテンプ

レート ファイル

のリストに表示さ

れます。 

有効なパスおよびファイ

ル名。 

パスおよびファイル名に

は、環境変数と DMM 変

数を使用できます。 

デフォルト値は「...¥My 
Documents¥MyDNATempl

ate」です。 

なし。 

テンプレート 

ファイルのパ

ス 

［テンプレート ファ

イルを開く］ページ

に表示するテンプ

レート ファイルの検

索ディレクトリを指

定します。 

このパス内にある

ファイルのみがテ

ンプレート ファ

イルのリストに表

示されます。 

有効なパスおよびファイ

ル名。 複数のパスを指定

するには、各パスの間に

セミコロン（;）を 1 つ入

力します。 

パスおよびファイル名に

は、環境変数と DMM 変

数を使用できます。 

なし。 

初期画面を表

示しない 

初期画面を無効にす

るかどうかを指定し

ます。 

True の場合は、各

タブの初期画面が

表示されません。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は False で

す。 

なし 

ネットワーク 

ドライブを

マップする 

マップされたネット

ワーク ドライブのマ

イグレートを可能に

するかどうかを指定

します。 

True の場合は、

マップされたネッ

トワーク ドライ

ブをソース ワー

クステーションか

らデスティネー

ション ワークス

テーションにマイ

グレートできま

す。 

1 = True （マップ） 

2 = False （マップしない） 

デフォルト値は True で

す。 

なし 



一般オプション 

 

60  リファレンス ガイド 

 

名前 説明 コメント 有効な値 依存関係 

特別なフォル

ダのサブフォ

ルダをマイグ

レートする 

特殊フォルダ（［マ

イ ドキュメント］な

ど）がマイグレー

ション対象として選

択された場合に、す

べてのサブフォルダ

をマイグレートする

かどうかを指定しま

す。 

True の場合は、す

べてのサブフォル

ダがマイグレート

されます。 

1 = True  

0 = False 

デフォルト値は True で

す。 

なし。 

特殊フォルダ

のデフォルト

の場所をリ

セットする 

デスティネーション

で特殊フォルダをリ

ダイレクトする場合

に、デフォルトの場

所として再登録する

かどうかを指定しま

す。 

True の場合は、特

殊フォルダの新し

い場所がデフォル

トの場所になりま

す。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は False で

す。 

なし。 

［ファイルと

フォルダの選

択］ページに

特殊フォルダ

を表示する 

［ファイルとフォル

ダの選択］ページで、

特殊フォルダ（［マ

イ ドキュメント］な

ど）をユーザが選択

できるようにするか

どうかを指定しま

す。 

False の場合は、マ

イ ドキュメント 

フォルダが［ファ

イルとフォルダの

選択］ページに表

示されません。 

Personal の場合、

マイ ドキュメン

トを選択する

チェック ボック

スが表示されま

す。 

Personal 

False 

デフォルト値は Personal 

です（マイ ドキュメント

を表示します）。 

なし。 

マイグレー

ションの上書

き 

DNA ファイルを適用

するときに、重複す

るファイルを上書き

するかどうかを指定

します。 

ファイルがデス

ティネーション 

マシンに適用され

るときに、重複す

るファイルを上書

きする条件を指定

します。 

0 = なし 

1 = 新規 

2 = 常時 

デフォルト値は 1 （新規）

です。  

 



一般オプション 
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名前 説明 コメント 有効な値 依存関係 

リビジョンの

上書き 

DNA ファイルのリビ

ジョンを適用すると

きに、重複するファ

イルを上書きするか

どうかを指定しま

す。 

ファイルがデス

ティネーション 

マシンに適用され

るときに、重複す

るファイルを上書

きする条件を指定

します。 

0 = なし 

1 = 新規 

2 = 常時 

デフォルト値は 2 （常時）

です。  

なし。 

［ディレクト

リ構造を保持

する］ 

マイグレートされた

ファイルのパスを元

のパスと同じにする

かどうかを指定しま

す。 

True の場合は、

フィルタを使用し

てマイグレートさ

れたファイルが格

納されるときに、

ファイルの元のパ

スが保持されま

す。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は True で

す。 

なし。 

スクリプト 

ディレクトリ 

スクリプト ディレク

トリのパスを指定し

ます。 

CA DMM のスクリ

プトが格納される

ディレクトリを定

義します。  

入力するパスに

は、サブディレク

トリ「Application 

Scripts」および

「System Scripts」

を含める必要があ

ります。 

有効なパスおよびファイ

ル名。 
 

デフォルト値はインス

トール パスです。 

なし。 

アプリケー

ションを表示

する 

マイグレートするア

プリケーションを、

ユーザが選択できる

ようにするかどうか

を指定します。 

True の場合は、

ユーザは［アプリ

ケーションとアプ

リケーションの設

定の選択］ページ

で、マイグレート

するアプリケー

ションを選択でき

ます。 

1 = True 

2 = False 

デフォルト値は False で

す。 

なし。 



一般オプション 

 

62  リファレンス ガイド 

 

名前 説明 コメント 有効な値 依存関係 

隠しファイル

を表示しない 

マイグレートする隠

しファイルを、ユー

ザが選択できないよ

うにするかどうかを

指定します。 

True の場合は、

ユーザはマイグ

レートする隠し

ファイルを選択で

きません。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は True で

す。 

なし。 

システム 

ファイルを表

示しない 

マイグレートするシ

ステム ファイルを、

ユーザが選択できな

いようにするかどう

かを指定します。 

True の場合は、

ユーザはマイグ

レートするシステ

ム ファイルを選

択できません。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は True で

す。 

なし。 

ネットワーク 

ドライブを表

示する 

ユーザがネットワー

ク ドライブにファイ

ルをリダイレクトで

きるようにするかど

うかを指定します。 

True の場合は、

ユーザはデスティ

ネーションのネッ

トワーク ドライ

ブ上にファイルお

よびフォルダをリ

ダイレクトできま

す。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は True で

す。 

なし。 

スクリプト 

エラーを通知

しない 

スクリプト エラーが

発生した場合に、エ

ラー メッセージを表

示しないようにする

かどうかを指定しま

す。 

True の場合は、ス

クリプト エラー

が発生してもメッ

セージが表示され

ません。 カスタム 

スクリプトをテス

トする場合は、こ

のオプションを使

用すると便利で

す。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は True で

す。 

なし。 



［詳細オプション］ 
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名前 説明 コメント 有効な値 依存関係 

Disk To Disk 
Migration 

ディスクからディス

クのマイグレーショ

ンを実行するかどう

かを指定します。 

True の場合、ディ

スクからディスク

のマイグレーショ

ンが有効にされ、

ディスクからディ

スクのマイグレー

ションを実行でき

ます。 ディスクか

らディスクのマイ

グレーションは、

遅延マイグレー

ション モードの

場合のみ実行可能

です。 ディスクか

らディスクのマイ

グレーションを実

行する前に、ス

レーブ ディスク

が接続されている

ことを確認してく

ださい。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は False で

す。 

なし。 

 

［詳細オプション］ 

詳細オプションの表に、CA DMM で設定できる詳細オプションのリストを示しま

す。 ブール値は、1 （True）または 0 （False）で指定します。 

 

名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

重要なファイ

ル リスト 

重要なファイルを指

定します。 

重要なファイルのリス

トを定義します。  

デフォルト値は 

io.sys|boot.ini|msdos.s
ys| 
autoexec.bat|codify.sys 

なし。 



［詳細オプション］ 

 

64  リファレンス ガイド 

 

名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

クリティカル

なファイルま

たはフォルダ

が選択されて

いても警告し

ない 

重要なファイルがマ

イグレーション対象

として選択された場

合に、ユーザに警告

しないようにするか

どうかを指定しま

す。 

True の場合は、オペ

レーティング システ

ムにとって重要なファ

イルがマイグレーショ

ン対象として選択され

たときに、ユーザに警

告メッセージが表示さ

れません。 

1 = True  

0 = False 

デフォルト値は False 

です。 

なし。 

壊れたデスク

トップ ショー

トカットをマ

イグレートし

ない 

壊れたデスクトップ

のショートカットを

マイグレーションか

ら除外するかどうか

を指定します。 

True の場合は、マイグ

レーション中に解決で

きないユーザのデスク

トップ上のショート

カットがマイグレート

されません。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は False 

です。 

なし。 

壊れたクイッ

ク起動ショー

トカットをマ

イグレートし

ない 

壊れたクイック起動

のショートカットを

マイグレーションか

ら除外するかどうか

を指定します。 

True の場合は、マイグ

レーション中に解決で

きないクイック起動の

ショートカットがマイ

グレートされません。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は False 

です。 

なし。 

壊れた［ス

タート］メ

ニュー ショー

トカットをマ

イグレートし

ない 

壊れた［スタート］

メニューのショート

カットをマイグレー

ションから除外する

かどうかを指定しま

す。 

True の場合は、スター

トアップ中に解決でき

ない［スタート］メ

ニューのショートカッ

トはマイグレートされ

ません。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は False 

です。 

なし。 

壊れたスター

トアップ 

ショートカッ

トをマイグ

レートしない 

壊れた［スタート

アップ］のショート

カットをマイグレー

ションから除外する

かどうかを指定しま

す。 

True の場合は、解決で

きない［スタートアッ

プ］のショートカット

はマイグレートされま

せん。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は False 

です。 

なし。 

リンクの切れ

たショート

カットをマイ

グレートしな

い 

壊れたショートカッ

トをマイグレーショ

ンから除外するかど

うかを指定します。 

True の場合は、マイグ

レーション中に解決で

きないショートカット

はマイグレートされま

せん。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は False 

です。 

なし。 



［詳細オプション］ 
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名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

壊れたデスク

トップの

ショートカッ

トをフォルダ

に移動する 

壊れたデスクトップ

のショートカットを

フォルダに移動する

かどうかを指定しま

す。 

True の場合は、マイグ

レーション中に解決で

きないショートカット

はデスクトップの壊れ

たショートカット 

ディレクトリに移動さ

れます。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は True 

です。 

なし。 

ファイル IO 

バッファ サイ

ズ（バイト）  

DNA ファイルを使用

するときのバッファ

のサイズを指定しま

す。 

IO バッファの値を大

きくすると、パフォー

マンスとメモリ使用率

が向上する可能性があ

ります。 

デフォルト値は

「1048576」です。 

なし。 

ディスクの空

き容量のマー

ジン（KB） 

DNA ファイルの作成

に必要なディスクの

空き容量を指定しま

す。 

DNA ファイルの作成

に必要なディスク容量

のマージンを定義しま

す。 

DNA ファイル作成時

に、DNA ファイル サイ

ズにこのマージンを加

えた容量を超えること

はありません。 

デフォルト値は「64」

KB です。 

なし。 

リムーバブル 

ディスクの空

き容量のマー

ジン（KB） 

DNA ファイルの保存

に必要なリムーバブ

ル ディスクの空き

容量を指定します。 

リムーバブル メディ

アでの DNA ファイル

の作成時に必要なディ

スク容量のマージンを

定義します。 DNA ファ

イルの作成時に、DNA 

ファイルのサイズとこ

のマージンの合計を超

えることはありませ

ん。 指定したマージン

が必要な最小スパン 

サイズよりも少ない場

合、マージンは 1 KB に

自動的に設定されま

す。 

デフォルト値は「1」KB 

です。 

なし。 



［詳細オプション］ 

 

66  リファレンス ガイド 

 

名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

名前と場所の

フィルタのパ

ス 

名前と場所のフィル

タを作成するための

特定のファイルまた

はフォルダを検索す

るパスを指定しま

す。 

このオプションには、

名前と場所のフィルタ

を使用するときに特定

のファイルまたはフォ

ルダを検索するパスを

指定します。 

空白 なし。 

名前と場所の

フィルタの

ファイル名 

名前と場所のフィル

タを作成するファイ

ルまたはフォルダの

名前を指定します。  

このオプションでは、

名前と場所のフィルタ

の作成時にマイグレー

トされるファイルまた

はフォルダの名前を定

義します。 

空白 なし。 

最大 FAT32 

ファイル サイ

ズ（MB） 

FAT32 ファイルの最

大許容サイズを指定

します。 

FAT32 システムで作成

可能な DNA ファイル

の最大サイズを定義し

ます。 

デフォルト値は「4096」

MB です。 

なし。 

最大 NTFS 

ファイル サイ

ズ（MB） 

NTFS ファイルの最

大許容サイズを指定

します。 

NTFS システムで作成

可能な DNA ファイル

の最大サイズを定義し

ます。 

デフォルト値は「0」

（制限なし）です。 

なし。 

最大 FAT ファ

イル サイズ

（MB） 

FAT ファイルの最大

許容サイズを指定し

ます。 

FAT ファイル システム

上に作成できる DNA 

ファイルの最大サイズ

を定義します。 

デフォルト値は「2048」

です。 

なし。 

最大レジスト

リ値サイズ

（KB） 

レジストリ値の最大

許容サイズを指定し

ます。 

作成可能なレジストリ

値の最大サイズを定義

します。  

デフォルト値は「64」

KB です。 

なし。 
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名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

最大マップ 

ファイル サイ

ズ（KB） 

マップされたファイ

ルの最大サイズを指

定します。 

このオプションで制限

されるのは、最大値を

超えたファイルのマッ

ピングのみです。 最大

サイズを超えたファイ

ルは、デスティネー

ション マシンにマイ

グレートされますが、

マップされません。 

大きいファイルがマッ

プされると、パフォー

マンスとメモリ使用量

に影響する可能性があ

ります。 

デフォルト値は「10」

KB です。 

なし。 

最大 VSS タイ

ムアウト（ミ

リ秒） 

VSS がタイムアウト

になるまでの最長時

間を秒単位で指定し

ます。 

このオプションは、VSS 

のタイムアウト制限を

秒単位で設定するため

に使用します。 

デフォルト値は 

120,000 ms です。 

なし。 

圧縮不能ファ

イル リスト  

DNA ファイルの作成

時に圧縮しないファ

イルの種類を指定し

ます。 

圧縮不能ファイル リ

ストでは、DNA ファイ

ルの作成時に圧縮しな

いファイルの拡張子を

定義します。 

ファイル名はパイプ

「|」で区切って指定し

ます。 

 

デフォルト値は 

Z|ZIP|RAR|ARJ|ACE|LZ
H| 
LHA|CAB|SEA|SIT|GIF|
PFB 
|MP3|MPG|RM|LEX|P
NG|PST|*_| 

このオプ

ション

は、［圧

縮］がオ

ンになっ

ている場

合のみ有

効です。 
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名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

レジストリ除

外リストのパ

ス 

レジストリ除外リス

ト ファイルのパス

を指定します。 

レジストリ除外リスト 

ファイルには、マイグ

レーションから除外す

るレジストリ アイテ

ムのリストが含まれて

います。 

有効なパスおよびファ

イル名。 

デフォルト値は「CA 

DMM reg exclude.dnax」

です。  

デフォル

トの除外

リストの

場所を変

更しない

かぎり、

このオプ

ションは

変更しな

いでくだ

さい。 

登録除外リス

トのパス 

登録除外リスト 

ファイルのパスを指

定します。 

登録除外リスト ファ

イルには、マイグレー

ション中に登録しない

ファイルのリストが含

まれます。 

有効なパスおよびファ

イル名。 

デフォルト値は「CA 
DMM Non Register 

exclude.dnax」です。 

デフォル

トの登録

除外リス

ト ファイ

ルの場所

を変更し

ないかぎ

り、この

オプショ

ンは変更

しないで

くださ

い。 

DMM メモリ 

マップのパス 

DMM メモリ マップ 

ログを保存するパス

を指定します。 

DNA ファイルの作成

中にファイルの破損が

検出されると、この場

所にデバッグ ログが

書き込まれます。  

有効なパスおよびファ

イル名。  

デフォルトのファイル

名は

「DNAMemoryMap.log

」です。 

なし。 
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名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

ファイル除外

リストのパス 

除外リスト ファイ

ルのパスを指定しま

す。 

ファイル除外リストに

は、マイグレーション

中に除外されるファイ

ルのリストが含まれま

す。 

有効なパスおよびファ

イル名。  

デフォルトのファイル

名は「Desktop DNA 

exclude.dnax」です。 

デフォル

トの除外

リスト 

ファイル

の場所を

変更しな

いかぎ

り、この

オプショ

ンは変更

しないで

くださ

い。 

NTFS スト

リーム除外リ

ストのパス 

NTFS ストリーム除

外リスト ファイル

のパスを指定しま

す。 

NTFS ストリーム除外

リストには、マイグ

レーション中に除外さ

れる一連の NTFS スト

リーム名が含まれま

す。 

有効なパスおよびファ

イル名。  

デフォルトのファイル

名は「Desktop DNA 
NTFS stream 

exclude.dnax」です。 

 

なし。 

DNA ファイル

を検証する  

チェックサムを追加

して DNA ファイル

を検証するかどうか

を指定します。 

True の場合は、DNA 

ファイルの作成時に

チェックサムが計算さ

れ、ファイル内に保存

されます。 DNA ファイ

ルを開くと、検証が行

われ、そのファイルが

チェックサムと一致す

るかどうかが確認され

ます。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は False 

です。 

このオプションを有効

にすると、DNA ファイ

ルを作成したり開く速

度が遅くなります。 

なし。 

仮想メモリ

（MB）  

仮想メモリに使用可

能なディスク容量を

指定します。 

仮想メモリのスワップ 

ファイルがあるドライ

ブにこの容量以上の

ディスク容量（MB）が

ない限り、CA DMM は

動作しません。 

デフォルト値は「100」

MB です。 

なし。 
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名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

仮想メモリに

ついて警告し

ない  

マイグレーション中

に仮想メモリの容量

が少なくなった場合

に、ユーザに警告し

ないようにするかど

うかを指定します。 

True の場合は、仮想メ

モリ容量が少なくなっ

ていることをユーザに

警告するメッセージが

表示されます。 

1 = True  

0 = False 

デフォルト値は True 

です。 

なし。 

致命的でない

マイグレー

ション エラー 

 発生してもマイグ

レーションを中止す

る必要がない Win32 

エラー番号を指定し

ます。 

リストに入力した 

Win32 エラー番号が発

生しても、マイグレー

ションは中止されませ

ん。 

有効な Win32 エラー

番号。  

デフォルト値は

「0,2,3,5,30,32,183,206

,1005」です。 

なし。 

スクリプトの

比較に日付を

使用する 

ソース システムと

デスティネーション 

システムのスクリプ

トの日付が異なる場

合に、エラー メッ

セージを表示するか

どうかを指定しま

す。 

True の場合は、リアル 

タイム マイグレー

ションを実行するとき

に、ソースとデスティ

ネーションのスクリプ

トの日付が異なってい

ると、メッセージが表

示されます。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は False 

です。 

なし。 

アイテムを選

択しないで 

DNA ファイル

を開く 

DNA ファイルを開く

ときに、アイテムを 

1 つも選択しないで

開くかどうかを指定

します。 

True の場合は、マイグ

レートするアイテムが

選択されていない状態

で DNA ファイルが

ロードされます。 この

場合は、テンプレート

を開き、テンプレート

で選択した項目のみを

適用できます（選択適

用）。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は False 

です。 

DNA ファ

イルを開

くとき

に、デス

ティネー

ション マ

シンで使

用する必

要があり

ます。 
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名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

選択したすべ

てのユーザの

設定に基づい

てスクリプト

を検出する 

選択したすべての

ユーザ、または現在

選択している 1 人の

ユーザのどちらの設

定に基づいてシステ

ム スクリプトとア

プリケーション ス

クリプトを検出する

かを指定します。 

False の場合は、複数

ユーザのマイグレー

ションの検出が処理速

度の遅いシステムでよ

り早く完了します。た

だし、ユーザ固有の設

定の一部がまれに検出

されない可能性があり

ます。 すべての設定を

確実に表示するには、

True を指定します。 

注： 一部の古いスクリ

プトを正常に動作させ

るには、複数のユーザ

の検出が必要な場合が

あります。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は True 

です。 

なし。 

Windows エク

スプローラを

停止しない 

マイグレーション中

に CA DMM によっ

て Windows エクス

プローラが停止され

ないようにするかど

うかを指定します。 

True の場合は、マイグ

レーション中に 

Windows エクスプロー

ラが停止されません。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は False 

です。 

 

なし。 

Windows エク

スプローラを

再起動しない 

CA DMM によって、

マイグレーション中

に Windows エクス

プローラが停止され

ることがあります。 

マイグレーションの

完了後に CA DMM 

によって Windows 

エクスプローラが再

起動されないように

するかどうかを指定

します。 

True の場合は、マイグ

レーションの完了後に 

Windows エクスプロー

ラが再起動されませ

ん。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は False 

です。 

 

なし。 
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64 ビット構成オプション 

設定可能な 64 ビット構成オプションの 64 ビット オプションは以下の表のとお

りです。 これらのオプションは、宛先が 64 ビット OS の場合のみ適用できます。 

 

名前 説明 コメント 有効な値 依存関

係 

64 ビット

適用 

使用する構成の

種類を指定しま

す。 

使用するオプションを決定します。 

初期設定：  

以下のシナリオが含まれます。 

ソース： 32 ビット OS、宛先： 64 

ビット OS 

-- ソース コンピュータの 32 ビット 

アプリケーションの設定を宛先（64 

ビット OS）の 32 ビット アプリケー

ションに適用します。 

ソース： 64 ビット OS、宛先： 64 

ビット OS 

-- ソース コンピュータの 32 ビット 

アプリケーションの設定を宛先（64 

ビット OS）の 32 ビット アプリケー

ションに適用します。 

-- ソース コンピュータの 64 ビット 

アプリケーションの設定を宛先（64 

ビット OS）の 64 ビット アプリケー

ションに適用します。 

デフォルト 

64-bit 

［両方］ 

デフォルト値はデ

フォルトのオプ

ションです。 

なし。 
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名前 説明 コメント 有効な値 依存関

係 

  64 ビットのみ:  

以下のシナリオが含まれます。 

ソース： 32 ビット OS、宛先： 64 

ビット OS 

-- ソース コンピュータの 32 ビット 

アプリケーションの設定を宛先（64 

ビット OS）の 64 ビット アプリケー

ションに適用します。 

ソース： 64 ビット OS、宛先： 64 

ビット OS 

-- ソース コンピュータの 32 ビット 

アプリケーションの設定と 64 ビッ

ト アプリケーションの設定を宛先

（64 ビット OS）の 64 ビット アプ

リケーションに適用します。 
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名前 説明 コメント 有効な値 依存関

係 

  両方：  

以下のシナリオが含まれます。 

ソース： 32 ビット OS、宛先： 64 

ビット OS 

-- ソース コンピュータの 32 ビット 

アプリケーションの設定を宛先（64 

ビット OS）の 32 ビット アプリケー

ションと 64 ビット アプリケー

ションの両方に適用します。 

ソース： 64 ビット OS、宛先： 64 

ビット OS 

-- ソース コンピュータの 32 ビット 

アプリケーションの設定を宛先（64 

ビット OS）の 32 ビット アプリケー

ションと 64 ビット アプリケー

ションの両方に適用します。 

-- ソース コンピュータの 64 ビット 

アプリケーションの設定を宛先（64 

ビット OS）の 64 ビット アプリケー

ションに適用します。 

注： 32 ビット アプリケーション

（宛先）への 64 ビット アプリケー

ション（ソース）のマイグレーショ

ンはサポートされていません。 
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リアル タイム マイグレーション オプション 

設定可能なリアル タイム マイグレーション オプションのリストは以下の表のと

おりです。 ブール値は、1 （True）または 0 （False）で指定します。 

 

名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

ブロード

キャスト

を有効に

する 

リアル タイム マイグ

レーションを実行す

るときに、ネットワー

ク上の IP アドレスを

ブロードキャストす

るかどうかを指定し

ます。 

True の場合は、CA DMM 

はブロードキャストを使

用して、マイグレーショ

ンに利用できるマシンを

検索します。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は 

True です。 

リアル タ

イム マイ

グレーショ

ンを実行す

る必要があ

ります。 

Ipv6 マル

チキャス

トの環境

を有効に

する 

IPv6 マルチキャス

ティングを使用して

サブネット内のソー

ス コンピュータを検

索するかどうかを指

定します。 

True の場合は、CA DMM 

では IPv6 ソース コン

ピュータに IPv6 マルチ

キャスティングを使用し

ます。False の場合は、IPv4 

ソース コンピュータに 

IPv4 を使用します。 

True または False。  

デフォルト値は 

False です。 

リアル タ

イム マイ

グレーショ

ンを実行す

る必要があ

ります。 

ブロード

キャスト

の試行の

遅延  

ブロードキャストの

間隔をミリ秒単位で

指定します。 

ネットワーク上の他のブ

ロードキャスト マシン

を検索するときの、ブ

ロードキャスト間隔をミ

リ秒単位で定義します。 

整数  

デフォルト値は

「1000」です。 

リアル タ

イム マイ

グレーショ

ンを実行す

る必要があ

ります。 

IP アドレ

ス検索を

有効にす

る  

ブロードキャストを

行っていることが最

初に検出されたワー

クステーションの IP 

アドレスをソース マ

シンとして表示する

かどうかを指定しま

す。 

True の場合は、ネット

ワーク マイグレーショ

ンにおけるデスティネー

ション マシンが、ソース

として稼働する他のワー

クステーションを検索

し、最初に検索された

ワークステーションの IP 

アドレスが表示されま

す。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は 

True です。 

なし。 
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名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

ネット

ワーク 

バージョ

ン 

リアル タイム マイグ

レーションを実行す

るときに接続する CA 

DMM のバージョンを

指定します。 

この値を設定すると、

ソース マシンとして確

認できる CA DMM のバー

ジョンが制限されます。 

たとえば、デフォルト値

が「11000」の場合、 ［ネッ

トワーク バージョン］オ

プションにこれと同じ番

号を指定してブロード

キャストしているソース 

マシンのみに接続できま

す。 この値の変更はお勧

めしません。  

デフォルト値は

「11000」です。 

リアル タ

イム マイ

グレーショ

ンを実行す

る必要があ

ります。 

TCP ポート 使用するポートを指

定します。 

リアル タイム マイグ

レーションを実行すると

きに使用するポートを指

定します。 

整数 

デフォルト値は

「2763」です。 

リアル タ

イム マイ

グレーショ

ンを実行す

る必要があ

ります。 

UDP ポー

ト 

使用するポートを指

定します。 

リアル タイム マイグ

レーションを実行すると

きに使用するポートを指

定します。 

整数 

デフォルト値は

「2763」です。 

リアル タ

イム マイ

グレーショ

ンを実行す

る必要があ

ります。 

ファイア

ウォール

保護に関

する警告

を表示し

ない 

Windows XP のイン

ターネット接続ファ

イアウォールについ

て、ユーザに警告する

かどうかを指定しま

す。 

True の場合は、リアル タ

イム接続前にユーザに警

告メッセージを表示しま

せん。 

True または False。 

デフォルト値は 

True です。 

なし。 
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名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

リアル タ

イム圧縮

しきい値 

ネットワークでファ

イルを送信する前に

しきい値より大きい

ファイルを圧縮しま

す（圧縮オプションが

有効な場合）。 

ほとんどの場合、デフォ

ルト値を使用します。 

ネットワークの帯域幅が

低い場合は、圧縮しきい

値を下げることができま

す。 ネットワークの帯域

幅が高い場合は、圧縮し

きい値を上げることがで

きます。 

10240 KB（10 MB）

～ 1048576 KB（1 

GB）の整数値。  

デフォルトは 

102400 KB（100 MB）

です。 

圧縮が有効

になってい

る必要があ

ります。 圧

縮オプショ

ンは［一般］

ブランチか

ら有効にす

ることがで

きます。 
 

ログ オプション 

設定可能なログ オプションは以下の表のとおりです。 ブール値は、1 （True）ま

たは 0 （False）で指定します。 

 

名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

ログ オプション

の変更を許可する  

ユーザがログ オプ

ションを変更でき

るようにするかど

うかを指定しま

す。 

True の場合は、ユーザが CA 

DMM ユーザ インター

フェースから、このオプ

ション ファイルで設定さ

れたログ オプションを変

更できます。  

1 = True 

0 = False 

デフォルト値

は True です。 

なし。 

DMM ログ セクションには以下のサブセクションがあります。 

■ イベント ログ (P. 78)  

■ マニフェスト ログ (P. 79)  

■ アンドゥ ログ (P. 84)  

■ パスワード ログ (P. 86) 

■ デバッグ ログ (P. 87)  

■ ネットワーク ログ (P. 88)  
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イベント ログ オプション 

設定可能なイベント ログ オプションは以下の表のとおりです。 ブール値は、1 

（True）または 0 （False）で指定します。 

 

名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

イベント ログ

を作成する 

イベント ログを

作成するかどう

かを指定します。 

True の場合は、イベ

ント ログを作成しま

す。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は True で

す。 

なし。 

固有のイベン

ト ログを作成

する 

イベント ログの

名前に日時スタ

ンプを追加する

かどうかを指定

します。 

このオプションを有

効にすると、常に固有

のイベント ログが作

成されます。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は True で

す。 

なし。 

イベント ログ

の上書きを警

告しない 

既存のイベント 

ログが別のイベ

ント ログで上書

きされる場合に、

ユーザに通知し

ないようにする

か指定します。 

True の場合は、イベ

ント ログの上書きが

発生しても警告が表

示されません。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は True で

す。 

なし。 

イベント ログ 

レベル 

イベント ログに

記録する詳細レ

ベルを指定しま

す。 

イベント ログに、ど

の程度詳細な情報を

記録するか定義しま

す。 

0 = エラー 

1 = 警告 

2 = 情報 

デフォルト値は［エ

ラー］です。 

なし。 

イベント ログ

の保存先のパ

ス 

イベント ログを

保存する場所を

指定します。 

イベント ログを保存

するディレクトリを

定義します。 

有効なパスおよびファ

イル名。 

デフォルト値は 「My 
documents¥Logs¥%DNA_
machine_name%_DNAEve

nt.log」です。 

パスおよびファイル名

には、環境変数と DMM 

変数を使用できます。 

なし。 
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マニフェスト ログ オプション 

マニフェスト ログは、マイグレーションの実行時に作成できるログ ファイルです。 

マニフェスト ログは、マイグレーションの詳細な内容を記録する XML ベースの

ファイルです。 マニフェスト ログを使用すると、以下の処理が実行できます。 

■ 品質保証チェックの一部として、プログラムまたは手動で DNA ファイルの内

容を検証する 

■ DNA ファイルにマイグレートされた内容と DNA ファイルからデスティネー

ション システムに適用された内容を記録する 
 

■ レポートまたは記録保管用に、マニフェストをデータベースにインポートす

る 

■ データ マイニングを実行して、ユーザがデータの格納（ハードディスク ドラ

イブまたは共有データ）に必要とする平均空き容量や、ユーザのシステムに

含まれるファイルの量（タイプとサイズ）などを決定する 

注： 遅延マイグレーションの場合、ソース システムとデスティネーション システ

ムの両方でマニフェスト ログを作成できます。 リアル タイム マイグレーション

の場合、デスティネーション システムでのみマニフェスト ログを作成できます。 

デスティネーション システムに記録されるマニフェスト ログでは、リアル タイ

ム マイグレーションと遅延マイグレーションどちらの場合も、設定とファイルの

ソース パスとデスティネーション パスが記録されます。 

 

名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

マニフェス

ト ログを作

成する 

マニフェス

ト ログを

作成するか

どうかを指

定します。 

マニフェスト ログを作成するか

どうかを定義します。  

遅延マイグレーションの場合、

ソースとデスティネーションの両

方でマニフェスト ログが作成さ

れます。  

リアル タイム マイグレーション

の場合、デスティネーションでの

みマニフェスト ログが作成され

ます。  

True または False 

デフォルト値は 

False です。 

なし。 
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名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

マニフェス

ト ログの保

存先のパス 

マニフェス

ト ログを

保存する場

所を指定し

ます。 

マニフェスト ログを保存する

ディレクトリとファイル名を定義

します。  

注： 遅延マイグレーションの実行

中にソースとデスティネーション

両方のマニフェスト ログを保存

する場合は、ログにそれぞれ別の

名前を付ける必要があります。 こ

れを行うには、ファイル名に時刻

の DMM 変数を追加します。  

…¥Log¥¥%DNA_Machine_ 
Name%_%DNA_Time% 
_DNAManifest.xml  

有効なパスおよび

ファイル名。  

デフォルト値は

「…My Documents¥ 
Logs¥%DNA_Machine
_ 
Name%_DNAManifest
. 

xml」です。  

パスおよびファイル

名には、環境変数と 

DMM 変数を使用で

きます。  

マニフェス

ト ログ オ

プションが

「True」に

設定されて

いる必要が

あります。 
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マニフェスト ログの例 

以下は、遅延マイグレーションを実行したときにデスティネーション マシンに作

成されるマニフェスト ログの例です。 

- <DNAManifest> 

   - <DNAHeader> 

    <User>ドメインまたは Active Directory¥ユーザ名</User>  

    <TemplateFile>テンプレート ファイルのパスと名前</TemplateFile>  

    <StartTime>マイグレーションの開始日時</StartTime>  

    <DNAFile>遅延マイグレーションの DNAファイルのパスと名前。 リアル タイム マイグレー

ションでは記録されません</DNAFile>  

    <StopTime>マイグレーションの完了日時</StopTime>  

      <TotalAmountMigrated>マイグレートされた総バイト数</TotalAmountMigrated>  

  </DNAHeader> 

- <MigratedOptions> 

  - <Option Name="ソース マシンにあるすべてのユーザ プロファイル"> 

   - このセクションには、ユーザ、システム設定、アプリケーション設定など、マイグレーション

用に選択されたオプションが階層的に記録されます。  

    </Option> 

   <MigratedOptions> 

- <MigratedDNA> 

  - このセクションには、マイグレートされた DNA が種類ごとに記録されます。 DNA には、レジ

ストリ値とファイルの 2 つの種類があります。 この例はデスティネーション マシンの例であるた

め、DNA の種類ごとにソース パスとデスティネーション パスが記録されます。 ソース マイグレー

ションの場合は、ソース パスのみが記録されます。   

   <DNA Type="RegistryValue"> 

     <SourcePath>レジストリ値のソース パス</SourcePath>  

     <DestinationPath>デスティネーションのパスとファイル名</DestinationPath>  

   </DNA> 

  <DNA Type ="File"> 

      <SourcePath>マイグレートされたファイルのソース パス</SourcePath>  

          <Size>ファイル サイズ</Size>  

          <DestinationPath>マイグレートされたファイルのデスティネーション パス

</DestinationPath>  

     </DNA> 

  </MigratedDNA> 

 </DNAManifest> 
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マニフェスト ログの詳細 

マニフェスト ログに記録されるフィールドの詳細は以下の表のとおりです。 

 

Section フィールド 定義 

<DNAHeader> <User> マイグレーションを実行するために

ログオンしたユーザの名前です。形

式は「ドメインまたは Active 

Directory¥ユーザ名」です。 

例： <User>Domain 1¥Michael</User> 

 <TemplateFile> マイグレーション中に使用されたテ

ンプレート ファイルのパスとファイ

ル名です。 

例： 
<TemplateFile>¥¥Server¥TemplateA.dtf
</TemplateFile>  

 <StartTime> マイグレーションの開始日時です。  

例： 
<StartTime>2003-09-25T14:20:53</Star
tTime>  

 <DNAFile> DNA ファイルの保存場所のパスと

ファイル名です。  

例： 
<DNAFile>¥¥DataServer¥DNA¥Michaels
DNA.dna</DNAFile>  

リアル タイム マイグレーション：  

記録されません。 

 <StopTime> マイグレーションの完了日時です。 

例： 
<StopTime>2003-09-23T14:21:38</Stop
Time>  
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Section フィールド 定義 

 <TotalAmountMigrated> マイグレートされた総バイト数で

す。 

例： 
<TotalAmountMigrated>28749475</To
talAmountMigrated>  

遅延マイグレーションでは、作成さ

れた DNA ファイルのサイズ、または

デスティネーション マシンに適用さ

れたデータの量になります。 

リアル タイム マイグレーションで

は、デスティネーション マシンに適

用されたデータの量になります。 

<MigratedOptions> <Option Name=> このセクションには、ユーザ、シス

テム設定、ファイルおよびフォルダ

など、マイグレーション用に選択さ

れたオプションが階層的に記録され

ます。 

<MigratedDNA> <DNA Type="RegistryValue">  

 <SourcePath> レジストリ値のソース パスです。 

 <Destinationpath> レジストリ値のデスティネーション 

パスです。 デスティネーションのオ

ペレーティング システムとソースの

オペレーティング システムが異なる

場合は、別の場所になることがあり

ます。 

注： デスティネーション パスは、DNA 

ファイルをデスティネーション シス

テムに適用した場合のみ記録されま

す。 このフィールドは、ソース シス

テムでは記録されません。 

 <DNA Type ="File">  

 <SourcePath> マイグレートされたファイルのソー

ス パスです。  

 <Size> マイグレートされたファイルのバイ

ト数です。 
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Section フィールド 定義 

 <DestinationPath> ファイルのデスティネーション パス

です。   

注： デスティネーション パスは、DNA 

をデスティネーション システムに適

用した場合のみ記録されます。 この

フィールドは、ソース システムでは

記録されません。 
 

アンドゥ ログ オプション 

設定可能なアンドゥ ログ オプションは以下の表のとおりです。 ブール値は、1 

（True）または 0 （False）で指定します。 

 

名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

アンドゥ ログ

を作成する 

アンドゥ ログを作成

するかどうかを指定

します。 

DNA ファイルがデ

スティネーション 

マシンに適用され

るときに、アン

ドゥ ログを作成す

るかどうかを定義

します。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は True で

す。 

なし。 

元に戻す操作

を複数回でき

るようにする 

元に戻す操作を、

ユーザが複数回実行

できるようにするか

どうかを指定しま

す。 

このオプションを

有効にすると、元

に戻す操作を複数

回実行できるよう

になります。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は False 

です。 

なし。  

固有のアン

ドゥ ログを作

成する 

アンドゥ ログの名前

に日時スタンプを追

加するかどうかを指

定します。 

True の場合は、固

有のアンドゥ ログ

が作成されます。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は True で

す。 

なし。 
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名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

アンドゥ ファ

イルの上書き

を警告しない 

既存のイベント ログ

がアンドゥ ログで上

書きされる場合に、

ユーザに通知しない

ようにするか指定し

ます。 

True の場合は、ア

ンドゥ ログの上書

きが発生しても警

告が表示されませ

ん。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は True で

す。 

なし。 

アンドゥ ログ

の保存先のパ

ス 

アンドゥ ログを保存

する場所を指定しま

す。 

イベント ログを保

存するディレクト

リを定義します。 

有効なパスおよびファ

イル名。 デフォルト値

は  

「My 
documents¥Logs¥Undo_
%DNA_Date%_ %DNA_Ti

me%_Migration.exe」で

す。 

パスおよびファイル名

には、環境変数と DMM 

変数を使用できます。 

なし。 
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パスワード ログ オプション 

設定可能なパスワード ログ オプションは以下の表のとおりです。 ブール値は、1 

（True）または 0 （False）で指定します。 

 

名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

割り当てら

れたパス

ワードが記

録されるロ

グの保存先

のパス 

新規に作成された

アカウントのパス

ワードが記録され

るログ ファイル

を保存する場所を

指定します。 

DNA パスワード ロ

グ ファイルを保存

するディレクトリ

を定義します。 パ

スワード ログ 

ファイルは、アカ

ウントが作成され

るたびに保存され

ます。  

有効なパスおよびファイル

名。  

デフォルト値は  

My 
documents¥Logs¥%DNA_mac
hine_name%_DNAPassword.l
og 

パスおよびファイル名に

は、環境変数と DMM 変数

を使用できます。 

パスワード 

ログ ファ

イルは、デ

スティネー

ション マ

シンで新し

く作成され

るアカウン

トに割り当

てるパス

ワードを定

義している

場合のみ保

存されま

す。 

パスワード 

ログを作成

する 

パスワード ログ

を作成するかどう

かを指定します。 

CA DMM がユーザ 

アカウントをマイ

グレートするとき

に、パスワード ロ

グを作成するかど

うかを指定しま

す。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は True です。 

なし。 
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デバッグ ログ オプション 

設定可能なデバッグ ログ オプションは以下の表のとおりです。 ブール値は、1 

（True）または 0 （False）で指定します。 

 

名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

デバッグ ロ

グを作成す

る 

デバッグ ログを

作成するかどうか

を指定します。 

DNA ファイルがデス

ティネーション マ

シンに適用されると

きに、デバッグ ログ

を作成するかどうか

を定義します。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は False で

す。 

なし。 

デバッグ ロ

グ レベル 

デバッグ ログに

記録する詳細レベ

ルを指定します。 

ネットワーク ログ

に、どの程度詳細な

情報を記録するか定

義します。 

0 = エラー 

1 = 警告 

2 = 情報 

デフォルト値は「エラー」

です。 

なし。  

デバッグ ロ

グをトレー

スする 

デバッグ トレー

ス ログを作成す

るかどうかを指定

します。 

True の場合、すべて

の情報がデバッガ 

トレース ウィンド

ウとログ ファイル

に保存されます。 

True または False。  

デフォルト値は False で

す。 

なし。 

デバッグ ロ

グの保存先

のパス 

デバッグ ログを

保存する場所を指

定します。 

デバッグ ログを保

存するディレクトリ

を定義します。 

有効なパスおよびファイ

ル名。 

デフォルトのパス： 

My 
documents¥Logs¥%DNA_m
achine_name%_DNADebug.l
og 

パスおよびファイル名に

は、環境変数と DMM 変数

を使用できます。 

なし。 
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ネットワーク ログ オプション 

設定可能なネットワーク ログ オプションは以下の表のとおりです。 ブール値は、

1 （True）または 0 （False）で指定します。 

 

名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

ネットワー

ク ログを

作成する 

ネットワーク ログ

を作成するかどう

かを指定します。 

DNA ファイルがデス

ティネーション マシ

ンに適用されるとき

に、ネットワーク ログ

を作成するかどうかを

定義します。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は False で

す。 

なし。 

ネットワー

ク ログ レ

ベル 

ネットワーク ログ

に記録する詳細レ

ベルを指定しま

す。 

ネットワーク ログに、

どの程度詳細な情報を

記録するか定義しま

す。 

0 = エラー 

1 = 警告 

2 = 情報 

デフォルト値は「エ

ラー」です。 

なし。 

ネットワー

ク ログを

トレースす

る 

ネットワーク ト

レース ログを作成

するかどうかを指

定します。 

True の場合、情報がデ

バッガ トレース ウィ

ンドウに表示され、ロ

グ ファイルに保存さ

れます。 

True または False。  

デフォルト値は False で

す。 

なし。 

ネットワー

ク ログの

保存先のパ

ス 

ネットワーク ログ

を保存する場所を

指定します。 

ネットワーク ログを

保存するディレクトリ

を指定します。 

有効なパスおよびファ

イル名。 

デフォルト値は 「…My 
documents¥Logs¥%DNA_
machine_name%_DNANet

work.log」です。 

パスおよびファイル名

には、環境変数と DMM 

変数を使用できます。 

なし。 
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メディア オプション 

設定可能なメディア オプションは以下の表のとおりです。 ブール値は、1 （True）

または 0 （False）で指定します。 

 

名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

スパン  DNA ファイルの作成

中にスパンを処理す

る方法を指定しま

す。 

マイグレーション中

に、必要に応じて、CA 

DMM で複数のディス

クをスパンする方法

を指定します。 

0 = DDNA によるスパ

ニングの設定 

1 = スパニングの実

行 

デフォルト値は［CA 

DMM によるスパニ

ングの設定］です。 

ファイルを 

HTTP パスに

保存する場

合は、自己解

凍 DNA ファ

イルを作成

できません。 

スパン サイ

ズ（KB） 

1 つのスパン ファイ

ルの最大サイズを指

定します。 

DNA ファイルの最大

サイズを指定します

（DNA ファイルの作

成に使用できる容

量）。 

整数 

デフォルト値は

「2097152」です。 

スパン オプ

ションが「1

（スパニン

グの実行）」

に設定され

ている場合

に、ファイル

の最大サイ

ズを指定で

きます。 
 



自己解凍のオプション 
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自己解凍のオプション 

設定可能な自己解凍オプションは以下の表のとおりです。 ブール値は、1 （True）

または 0 （False）で指定します。 

 

名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

自己解凍ファ

イルを作成す

る 

自己解凍 DNA 

ファイルを作成す

るかどうかを指定

します。 

True の場合は、CA 

DMM をインストール

しなくてもデスティ

ネーション マシンに

適用可能な、自己解凍 

DNA ファイルが作成さ

れます。 

1 = True 

2 = False 

デフォルト値は 

False です。 

ファイルを 

HTTP パスに保

存する場合は、

自己解凍 DNA 

ファイルを作

成できません。 

自己解凍後に

自動クリーン

アップする 

自己解凍 DNA 

ファイルの適用後

に、自動的にク

リーンアップする

かどうかを指定し

ます。 

True を指定した場合、

マイグレーションの完

了後に一時ディレクト

リに自己解凍された

ファイルは、自己解凍

プログラムによって削

除されます。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は 

True です。 

［自己解凍

ファイルを作

成する］が True 

であることが

必要です。 

DMM ライブ

ラリ インス

トーラを含め

る 

DMM ライブラリ 

インストーラを自

己解凍ファイルに

含めるかどうかを

指定します。 

ファイルを一部の NT 

ベースのオペレーティ

ング システムに適用

する場合は、ライブラ

リ ファイルを含める

必要があります。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は 

True です。 

［自己解凍

ファイルを作

成する］が True 

であることが

必要です。 

自己解凍に含

めるファイル

のパス 

自己解凍に含める

ファイルの場所を

指定します。 

これは、自己解凍 INI 

ファイルのパスとファ

イル名です。 この INI 

ファイルには、自己解

凍ファイルに含める必

要がある CA DMM コン

ポーネントのディレク

トリが記録されていま

す。 

デフォルト値は、

デフォルトのイン

ストール パス

「Desktop 
Migration 
Manager¥Self 
Extractor 
Files¥SelfExtractingF

ileList.ini」です。 

［自己解凍

ファイルを作

成する］が True 

であることが

必要です。 
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名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

テンプレート 

ファイルのパ

ス 

自己解凍 DNA 

ファイルを適用す

るときに使用する

テンプレートを指

定します。 

 

これは、自己解凍 DNA 

ファイルまたは別のテ

ンプレート ファイル

の作成に使用するテン

プレート ファイルと

同じでも構いません。 

適用時には、テンプ

レートのデスティネー

ション セクションの

みが読み取られます。 

有効なパスおよび

ファイル名。 

デフォルト値は空

白です。 

パスおよびファイ

ル名には、環境変

数と DMM 変数を

使用できます。 

［自己解凍

ファイルを作

成する］が True 

であることが

必要です。 

DMM オプ

ション ファイ

ルのパス 

自己解凍 DNA 

ファイルを適用す

るときに使用する

オプション ファ

イルを指定しま

す。 

DNA ファイルを適用す

るときに使用するオプ

ション ファイルのパ

スおよびファイル名で

す。 

有効なパスおよび

ファイル名。 

デフォルト値は空

白です。 

パスおよびファイ

ル名には、環境変

数と DMM 変数を

使用できます。 

［自己解凍

ファイルを作

成する］が True 

であることが

必要です。 DNA 

ファイルを選

択的に（ファイ

ル内の一部の

ファイルまた

は設定を）適用

する場合、［項

目が選択され

ていない状態

で DNA ファイ

ルを開く］オプ

ション（［詳細］

オプション）を

設定し、このオ

プションに

ファイルのパ

スと名前を指

定する必要が

あります。 
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名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

自己解凍ファ

イル用のコマ

ンド ライン 

自己解凍 DNA 

ファイルを適用す

るときに使用する

コマンド ライン

を指定します。 

DNA ファイルを適用す

るときに使用するコマ

ンド ラインを指定し

ます。 

コマンド ラインの例

は以下のとおりです。 

/A "%ThisFile%" /M 
/Disable  
"StartSheet" /Disable 
"SelectSystemSettings" 
/Disable 
"ApplicationsSettingsPag
e" 

有効な CA DMM コ

マンド ライン。 

デフォルト値は 

「/M /A 

"%Thisfile%」です。 

［自己解凍

ファイルを作

成する］が True 

であることが

必要です。 

自己解凍アン

ドゥ ファイル

を作成する 

DNA ファイルが

適用されるとき

に、自己解凍アン

ドゥ ファイルを

作成するかどうか

を指定します。 

True の場合は、DNA 

ファイルがデスティ

ネーション ワークス

テーションに適用され

るときに、自己解凍ア

ンドゥ ファイルが作

成されます。 

0 = False 

1 = True 

デフォルト値は 

False です。 

［自己解凍

ファイルを作

成する］が True 

であることが

必要です。 

自己解凍アン

ドゥ ファイル

用のコマンド 

ライン 

自己解凍アンドゥ 

ファイルを起動す

るときに使用する

コマンド ライン

を指定します。 

マイグレーションを元

に戻すときに使用する

コマンド ラインを指

定します。 

有効な CA DMM コ

マンド ライン。 

デフォルトの値

は、 /UNDO 

"%ThisFile%" です。 

［自己解凍

ファイルを作

成する］が True 

であることが

必要です。 

自己解凍アン

ドゥに含める

リストのパス 

自己解凍アンドゥ

に含めるファイル

の場所を指定しま

す。 

自己解凍アンドゥの 

INI ファイルのパスお

よびファイル名です。 

この INI ファイルには、

自己解凍ファイルに含

める必要がある CA 

DMM コンポーネント

のディレクトリが記録

されています。 

デフォルト値は、

デフォルトのイン

ストール パス

「Desktop 
Migration 
Manager¥Self 
Extractor 
Files¥SelfExtracting
UndoFile 

List.ini」です。 

［自己解凍

ファイルを作

成する］が True 

であることが

必要です。 

 



最後のマイグレーション結果オプション 
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最後のマイグレーション結果オプション 

設定可能な最後のマイグレーション結果オプションは以下の表のとおりです。 

ブール値は、1 （True）または 0 （False）で指定します。  

 

名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

前回のテ

ンプレー

ト 

前回使用されたテ

ンプレートのパス

とファイル名。 

Unicenter Desktop DNA で

は、該当マシンで前回使用

されたテンプレート ファ

イルが自動的に記録され

ます。  

有効なパスおよ

びファイル名。  

DMM Director で

作成したプロセス

を使用している場

合、このフィール

ドは空白になりま

す。  

前回のイ

ベント ロ

グ 

前回作成されたイ

ベント ログのパ

スとファイル名。 

CA DMM では、該当マシン

で前回作成されたイベン

ト ログが自動的に記録さ

れます。 

有効なパスおよ

びファイル名。  

DMM Director で

作成したプロセス

を使用している場

合、このフィール

ドは空白になりま

す。 

前回のア

ンドゥ ロ

グ 

前回作成されたア

ンドゥ ログのパ

スとファイル名。 

CA DMM では、該当マシン

で前回作成されたアン

ドゥ ログ ファイルが自動

的に記録されます。 

有効なパスおよ

びファイル名。 

DMM Director で

作成したプロセス

を使用している場

合、このフィール

ドは空白になりま

す。 

前回の 

DNA ファ

イル 

前回作成された

DNA ファイルのパ

スおよびファイル

名です。 

CA DMM では、該当マシン

で前回作成された DNA

ファイルが自動的に記録

されます。 

有効なパスおよ

びファイル名。  

DMM Director で

作成したプロセス

を使用している場

合、このフィール

ドは空白になりま

す。 

前回の IP 

アドレス 

リアルタイム マ

イグレーションの

実行時に前回接続

されたマシンの IP 

アドレス。 

CA DMM では、リアル タイ

ム マイグレーションの実

行時に前回接続されたマ

シンの IP アドレスが自動

的に記録されます。 

有効なパスおよ

びファイル名。 

DMM Director で

作成したプロセス

を使用している場

合、このフィール

ドは空白になりま

す。 
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クロスオーバーの設定オプション 

設定可能なクロスオーバー ケーブル接続のオプションは以下の表のとおりです。 

ブール値は、1 （True）または 0 （False）で指定します。 

クロスオーバー設定機能を使用するには、管理者としてログインする必要があり

ます。 

 

名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

クロスオー

バーの試行回

数 

クロスオーバー 

ケーブルを使用し

てソースに直接接

続を試行する回数

を定義します。 

CA DMM では、クロス

オーバー ケーブルを

使用して、定義された

回数だけデスティ

ネーションからソー

スへの接続を試行し

ます。 

1 ～ 45000 までの整

数 

デフォルト： 500 

クロスオー

バーが有効

になってい

る必要があ

ります。 

クロスオー

バー ネット

ワークを有効

にする 

ユーザが、クロス

オーバー ケーブル

で接続された 2 台

のマシン間でリア

ル タイム マイグ

レーションを実行

できるようするか

どうかを指定しま

す。  

クロスオーバーの設

定に関するメニュー

項目を有効にするか

どうかを定義します。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は 

False です。 

なし。 

クロスオー

バーに関する

プロンプトを

表示しない 

デスティネーショ

ン マシンをソース 

マシンに接続する

ように要求する

メッセージを、ユー

ザに表示するかど

うかを指定します。 

True に設定すると、2 

台のマシンを接続す

るように要求する

メッセージ ボックス

がデスティネーショ

ン マシンに表示され

ます。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値： False 

クロスオー

バーが有効

になってい

る必要があ

ります。 

 



セキュリティ マイグレーション オプション 
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セキュリティ マイグレーション オプション 

設定可能なグループ セキュリティ オプションは以下の表のとおりです。 ブール

値は、1 （True）または 0 （False）で指定します。 

 

名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

グループ メンバ

シップをマイグ

レートする 

マルチユーザ マイグ

レーションを実行す

るときに、グループ 

セキュリティをマイ

グレートするかどう

かを指定します。 

オンの場合、ユーザ

に関連付けられたす

べてのグループ セ

キュリティもマイグ

レートされます。 

1 = オン 

0 = オフ 

デフォルト値は

オンです。 

マルチユーザ 

マイグレー

ションを実行

する必要があ

ります。 

NTFS セキュリ

ティ情報を格納

する 

DNA ファイルを作成

するときに、NTFS セ

キュリティ情報を格

納するかどうかを指

定します。 

DNA ファイルの作成

時に、ファイルと

フォルダのセキュリ

ティ設定を格納する

かどうかを定義しま

す。 

1 = オン 

0 = オフ 

デフォルト値は

オフです。 

なし。 

ファイルとフォ

ルダのアクセス

許可を適用する 

ファイルとフォルダ

の NTFS セキュリ

ティ情報を適用する

かどうかを指定しま

す。 

DNA ファイルの適用

時に、ファイルと

フォルダのセキュリ

ティ設定を適用する

かどうかを定義しま

す。 

0 = 上書きしな

い 

1 = 常に上書き 

2 = 追加 

デフォルト値は

［上書きしな

い］です。 

ファイルと

フォルダのア

クセス許可を

格納するオプ

ションをオン

にして使用す

る必要があり

ます。 
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名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

ローカル ユーザ 

アカウントを作

成する（注： アカ

ウントはマルチ

ユーザ マイグ

レーションでの

み作成され、アン

ドゥできません） 

マイグレートされる

各ファイルまたは

ディレクトリの NTFS 

セキュリティ設定で

参照されるユーザの

ローカル ユーザ ア

カウントを作成する

かどうかを指定しま

す。 

True の場合、CA 

DMM は NTFS セキュ

リティ設定で参照さ

れる不明なユーザ 

アカウントごとに

ローカル ユーザ ア

カウントを作成し、

ACE （アクセス制御

エントリ）を適用し

ます。 グループ メン

バシップのマイグ

レーションと矛盾す

る可能性があるの

で、グループの作成

はサポートされてい

ません。  

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は 

False です。 

［NTFS セ

キュリティ情

報を適用す

る］オプショ

ンをオンにし

て使用する必

要がありま

す。 
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名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

ドメイン ユーザ 

プロファイルの

認証 

ドメイン ユーザ プ

ロファイルをそのド

メイン サーバによっ

て認証されるように

するかどうかを指定

します。 

有効な場合は、マイ

グレーション用に選

択されたドメイン 

ユーザ プロファイ

ルが、そのドメイン 

サーバによって認証

されます。 無効な場

合は、ドメイン ユー

ザ プロファイルは

認証されません。 こ

のオプションが無効

になっている場合

は、アカウントは作

成できません。 クロ

スオーバー ケーブ

ル経由のマイグレー

ションでは認証によ

り遅延が発生する可

能性があるため、デ

フォルトでは、クロ

スオーバー ケーブ

ル経由のマイグレー

ションでのみ認証が

無効になります。 パ

フォーマンスを最適

化する場合も、この

オプションをオフに

します。 

［認証しない］- 

認証しません。 

［常に認証］- 常

に認証します。 

［クロスオー

バー ケーブル経

由のマイグレー

ションでは認証

しない］- クロス

オーバー ケーブ

ル経由のマイグ

レーションを実

行する場合のみ

認証を無効にし

ます。  

デフォルトは、

［クロスオー

バー ケーブル経

由のマイグレー

ションでは認証

しない］です。 

 

なし。 

 



リビジョンのオプション 
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リビジョンのオプション 

リビジョンのオプションの表に、設定できるリビジョン履歴のオプションのリス

トを示します。 ブール値は、1 （True）または 0 （False）で指定します。 

 

名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

高速メディア

の［リビジョ

ン履歴］に表

示される最大

リビジョン数 

［リビジョン履

歴］ダイアログ 

ボックスを開い

たときに最初に

表示されるリビ

ジョンの最大数

を指定します。 

高速メディアには、ローカ

ル ハードディスク ドライ

ブ、RAM ドライブ、およ

びネットワーク ドライブ

があります。 

任意の正の整数。 

デフォルト値は

「50」です。 

なし。 

低速メディア

の［リビジョ

ン履歴］に表

示される最大

リビジョン数 

［リビジョン履

歴］ダイアログ 

ボックスを開い

たときに最初に

表示されるリビ

ジョンの最大数

を指定します。 

低速メディアには、

CD-ROM ドライブ、カート

リッジ ドライブ、フロッ

ピー ドライブ、および

Webファイルがあります。 

任意の正の整数。 

デフォルト値は

「5」です。 

なし。 

 

ユーザ プロファイル オプション 

設定可能なユーザ プロファイル オプションは以下の表のとおりです。 ブール値

は、1 （True）または 0 （False）で指定します。 

 

名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

孤立したア

カウント プ

ロファイル

を表示する 

孤立したアカウント 

プロファイルを、

ユーザがマイグレー

ション対象として選

択できるようにする

かどうかを指定しま

す。 

True の場合は、ユーザ アカ

ウントが解決されていな

くても、すべてのユーザ プ

ロファイルがマイグレー

ト可能なユーザのリスト

に組み込まれます。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は 

True です。 

なし。 



ユーザ プロファイル オプション 
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名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

孤立したア

カウント プ

ロファイル

の処理方法 

マイグレーション中

に解決されないアカ

ウント プロファイル

の処理方法を指定し

ます。 

ネットワーク上で検証で

きないユーザのアカウン

ト プロファイルを CA 

DMM が処理する方法を指

定します。 

1 = 一時的に使用

不可 

0 = 削除済みと仮

定 

デフォルト値は、

「削除済みと仮

定（0）」です。 

なし。 

Microsoft プ

ロファイル

命名規則を

使用する 

各プラットフォーム

に対し、Microsoft の

プロファイル命名規

則に従ってプロファ

イルを命名するかど

うかを指定します。 

ユーザ プロファイルをマ

イグレートする際、

Microsoft の命名規則を使

用してユーザ プロファイ

ルの名前を変更するか、ま

たは、オペレーティング シ

ステム間で一貫した命名

規則を使用する機能がサ

ポートされます。 Microsoft

の命名規則を使用しない

場合は、マイグレートされ

たプロファイルの名前は

「%username%.%domain%」

になります。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は 

True です。 

なし。 

ローミング 

ユーザ プロ

ファイルを

作成する 

ユーザを Active 

Directory にマイグ

レートするときに、

ユーザ プロファイル

をローミング ユーザ 

プロファイルとして

作成するかどうかを

指定します。 

True の場合は、ユーザ プロ

ファイルはローミング 

ユーザ プロファイルとし

て作成されます。 

1 = True 

0 = False 

デフォルト値は 

False です。 

なし。 
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名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

移動プロ

ファイルの

パス 

移動ユーザ プロファ

イルへのパスを識別

するかどうかを指定

します。 

Active Directory にローミン

グ ユーザ プロファイルを

作成するときに、［プロ

ファイル パス］ユーザ プ

ロパティの設定に使用さ

れるベース フォルダのパ

スを定義します。 実際の

ローミング プロファイル

のパスはユーザ名に応じ

て変わります。 

デフォルト値は

既存の共有パス

です。 

パスが空の場合

は、プロファイル

を作成しても［プ

ロファイル パ

ス］ユーザ プロ

パティは設定さ

れません。 

［ローミン

グ ユーザ 

プロファイ

ルを作成す

る］オプ

ションがオ

ンになって

いる必要が

あります。 
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名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

既存のプロ

ファイルを

使用して

ユーザの移

動先を解決

する 

ディスク上のアカウ

ント プロファイル情

報を使用して、ユー

ザ ツリーのデスティ

ネーション パスを解

決するかどうかを指

定します。 

ユーザ デスティネーショ

ンで、ネットワーク情報を

基に欠落しているアカウ

ントを作成するか、または

既存のプロファイル情報

のみを使用するかを設定

します。 クロスオーバー 

ケーブル経由のマイグ

レーション中、またはネッ

トワーク解決が不可能で

ある場合に、既存のプロ

ファイルにアカウントを

リダイレクトすることが

できます。 利用可能な既存

のプロファイルすべてに

対してデスティネーショ

ン パスが照合され、ユーザ 

パスが同じである最初の

プロファイルが検出され

ます。 ドメインまたはユー

ザ名はワイルドカードで

照合できますが、Active 

Directory 組織ユニットの

ワイルドカード照合は、

ネットワークにアクセス

できない限り実行できま

せん。 通常は、ネットワー

クにアクセスしないとア

カウント プロファイルに

対してドメイン名を解決

できないため、ワイルド

カードによるドメインの

照合が必要となります。 

ユーザ名のみを指定する

と、ローカル ユーザ アカ

ウント プロファイルのみ

を使用してデスティネー

ション パスが解決されま

す。 

True または 

False。  

デフォルト値は 

False です。 

 

なし。 
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データ保護オプション 

データの保護レベルが示されたデータ保護オプションは以下の表のとおりです。

この表には、リアルタイム マイグレーションで交換される DNA / 自己解凍ファイ

ルとデータを暗号化するためのオプションも示されています。 暗号化は、AES

（Advanced Encryption Standard）192 暗号化アルゴリズムを使用して行われます。 

 

名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

遅延マイグ

レーションの

データ保護レ

ベル 

DNA ファイルの

保護方法を指定

します。 

ユーザ データを DNA 

ファイルに格納すると

きに使用する保護レベ

ルを規定します。 

なし 

クイック 

安全 

最も安全 

デフォルト値

は［なし］です。 

［クイック］と［安

全］のオプション

では、UI またはコ

マンド ラインで

パスワードを指定

する必要がありま

す。 

［最も安全］オプ

ションでは、UI 

（［FIPS キー パ

ス］フィールド）

またはコマンド 

ラインのいずれか

で暗号化キーを指

定する必要があり

ます。 

FIPS キー パス FIPS キーは、DNA 

ファイルの作成

中にデータを暗

号化するために

使用します。 

［最も安全］モードの暗

号化でデータを暗号化

するために使用する

キーのパスを指定しま

す。 

有効なファイ

ル パス 

［最も安全］モー

ドの暗号化を選択

する必要がありま

す。 

暗号化キーの

回復を有効に

する 

暗号化に使用し

たキーが失われ

た場合、回復しま

すか? 

CA DMM は、暗号化され

たキーを DNA ファイル

に格納し、要求時にその

キーを回復します。 

True または 
False 

デフォルト値

は False です。 

パスワードの暗号

化用に公開鍵が必

要です。 
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名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

遅延マイグ

レーションの

データ保護レ

ベル 

DNA ファイルの

保護方法を指定

します。 

ユーザ データを DNA 

ファイルに格納すると

きに使用する保護レベ

ルを規定します。 

なし 

クイック 

安全 

最も安全 

デフォルト値

は［なし］です。 

［クイック］と［安

全］のオプション

では、UI またはコ

マンド ラインで

パスワードを指定

する必要がありま

す。 

［最も安全］オプ

ションでは、UI 

（［FIPS キー パ

ス］フィールド）

またはコマンド 

ラインのいずれか

で暗号化キーを指

定する必要があり

ます。 

FIPS キー パス FIPS キーは、DNA 

ファイルの作成

中にデータを暗

号化するために

使用します。 

［最も安全］モードの暗

号化でデータを暗号化

するために使用する

キーのパスを指定しま

す。 

有効なファイ

ル パス 

［最も安全］モー

ドの暗号化を選択

する必要がありま

す。 

公開鍵のパス この公開鍵は、

DNA ファイルの

作成中にパス

ワードを暗号化

するために使用

します。 

回復するには、対応する

秘密鍵が必要です。 

有効なファイ

ル パス 

なし 

リアルタイム 

マイグレー

ション中に

ネットワーク

経由で転送さ

れるデータを

暗号化しま

す。 

リアルタイム マ

イグレーション

中にネットワー

ク経由でのデー

タ転送を暗号化

するかどうかを

指定します。 

リアルタイム マイグ

レーション中のデータ

転送を暗号化するかど

うかを指定します。 

True または 
False 

デフォルト値

は False です。 

なし 
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注意： 設定の取得中に暗号化オプションを選択し、その後 CA Merger and 

Acquisition Tool を使用してマイグレーションを実行する場合、DMM オプション 

ファイルにキー パスを定義したことを確認する必要があります。 このツールが 

DMM オプション ファイル内でキー パスを発見しなかった場合は、エラー メッ

セージを表示せずにマイグレーションが終了します。 これは、CA Merger and 

Acquisition Tool はマイグレーションをサイレント モードで実行するため、キー パ

スに関するメッセージを表示できないからです。 ただし、ログ ファイルに以下の

エラー メッセージが記録され、DMM オプション ファイル内でキー パスが見つか

らないためマイグレーションが失敗したことが示されます。 

Creation failed for "<DNA File Name>": No encryption key is available. A well-known 
encryption key was returned. 

 

Merger and Acquisition 

［Merger and Acquisition］オプションを使用すると、Merger and Acquisition ツール

の再起動後にマイグレーションが開始するまで待機する時間を指定できます。  

 

名前 説明 コメント  有効な値 依存関係 

Windows レジ

ストリ NTFS 

セキュリティ

のマッピング 

レジストリに対

して NTFS セキュ

リティ権限の

マッピングを行

うかどうかを指

定します。 

ユーザ固有のセキュリ

ティ権限がどのレジス

トリ キーにも設定され

ていない場合、パフォー

マンスを改善するため

に NTFS セキュリティの

マッピングをオフにす

ることができます。 ただ

し、ユーザ固有のセキュ

リティ権限が存在する

場合、オフに設定しない

ことをお勧めします。 

True または 
False 

デフォルト値

は False です。 

 

なし。 

再起動時の待

機時間 (分): 

Merger and 

Acquisition ツー

ルの再起動後に

マイグレーショ

ンが開始するま

で待機する時間

を指定します。 

再起動後にコンピュー

タがドメインに接続す

るまで時間がかかるこ

とがあります。待機時間

はこの時間によって異

なります。 

デフォルト値

は「3.5」です。 

なし。 
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第 8 章： コマンド ラインを使用した DNA ファ

イルの検証 
 

この章では、コマンド ラインを使用した DNA ファイルの検証（クイック検証お

よび確実検証）について説明します。 
 

コマンド ラインの構文 

コマンド ラインを実行するための構文は以下のとおりです。 

"installation path¥DNAExplorer.exe" /switch [DNA file path]" 

 
 

コマンド ラインを使用した DNA ファイルの検証 

DNA ファイルの破損を検出するために DNA ファイルを検証することができます。 

コマンド ラインを使用して DNA ファイルを検証するには、コマンド プロンプト

を開き、以下のコマンドを入力します。 

installation path¥DNAExplorer.exe [/VQ|/VS] [/X] <DNA file path> 

/VQ （クイック検証） 

ファイルを通常の方法で開き、チェックサム情報が作成された DNA 

ファイルに対してチェックサム テストを実行します。  

/VS （確実検証）   

/VQ と同じテストを実行し、さらに DNA ファイル内に格納されている

すべてのファイル レコードを検証してデータ整合性を確保します。  
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/X   

検証後に DMM Explorer を終了し、アプリケーションのリターン コー

ドとして、コマンド ラインで指定されたファイルを開こうとした結果

発生したすべてのエラーを返します。 リターン コード 0 は成功したこ

とを示し、0 以外の値は Win32 のエラー コードを表します。  

例：  

DNAExplorer.exe /VQ "c:¥myFile.dna" 

DNAExplorer.exe /VS /X "c:¥myFile.dna" 

DNAExplorer.exe /?   
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第 9 章： バッチ ファイルとラッパ ファイル 
 

テンプレートを使用すると、マイグレーションを社内の異なる部署や特定の個人

用にカスタマイズして自動化できます。  

DMM Template Editor は、マイグレーション設定を簡単に再利用するための強力な

ツールです。 管理者は、マイグレートするマシンを操作しなくても、マイグレー

ション テンプレートを作成できます。  

テンプレートは CA DMM ウィザードを使用して作成します。 マイグレートを実行

せずにテンプレートを保存するには、［設定］タブと［デスティネーション］タ

ブで設定とデスティネーションを指定してから、［ファイル］-［テンプレートの

保存］を選択します。 

テンプレートは DMM Template Editor で作成して編集することもできます。  

テンプレートは、ユーザ インターフェースの［テンプレート ファイルを開く］ペー

ジに表示されるリストから簡単に選択できます。 テンプレート リストは、ローカ

ル マシンのマイ ドキュメント ディレクトリをデフォルトの参照先として作成さ

れます。  

デフォルトのパス（ローカルのマイ ドキュメント フォルダ）、DMM オプション 

ファイル、または DMM Template Editor（［テンプレート ファイルのパスを検索

する］フィールド）にテンプレートがない場合、［テンプレート］ページは表示

されません。  

［テンプレート ファイルを開く］ページが表示されない場合にテンプレートを開

くには、ソース システムに接続するか、または DNA ファイルを開いて、［開始］

タブの手順を完了する必要があります。 テンプレートがロードされたら、［マイ

グレーション］タブを開いてすぐにマイグレーションを開始できます。 

現在のテンプレートを保存するには、［ファイル］-［テンプレート の保存］を

選択し、［名前を付けて保存］ダイアログ ボックスでテンプレートのファイル名

を指定します。 

注： テンプレート ファイルの拡張子は .dtf です。 
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自動化： バッチ ファイルとラッパ ファイル 

バッチ マイグレーションでは、マイグレーションの一部として必要な他の処理を 

CA DMM に統合できるため、大量のアップグレード、展開、およびマイグレーショ

ンに適しています。 場合によっては、マイグレーションをより詳細に制御する必

要があったり、マイグレーションの設定の一部を動的に変更する必要があること

があります。 これは、テキスト エディタを使用して手作業でオプション ファイ

ルを変更して行うか、または ATL COM インターフェースを使用してプログラムで

行うことができます。 

すべてのログの場所やログ レベルなどの設定は、ラッパ アプリケーションによっ

てプログラムで設定できます。 

ラッパ ファイルまたはバッチ ファイルを使用して、最後のテンプレート、DNA 

ファイル、およびマイグレーション用の IP 接続を検索できます。 この検索を行い、

DNA ファイルを処理または適用する各マイグレーションに固有の記録を保持す

るには、各マイグレーションのデフォルトのオプション ファイルをコピーする必

要があります。 

DMM 設定は、DMM オプション ファイル（DNAOptions.xml）に静的に保存できま

す。 このオプション ファイルは、CA DMM のデフォルトの動作を定義する XML 

ファイルです。  

デフォルトのオプション ファイルは、テキスト エディタまたは XML エディタを

使用してカスタマイズすることができ、ラッパからアクセス可能な場所に置くこ

とができます。 ラッパは、マイグレーションに固有のフォルダにそのファイルを

コピーします。 そして、マイグレーションに固有のバッチ ファイルの名前とパス

を付加した /O スイッチを使用して CA DMM をコールします。 これを行うには、

以下のコマンド ライン オプションを使用します。 

/OPTIONSFILE [/O] D:¥XML file path¥XMLfileName.xml 

CA DMM は、すべての操作にこの XML ファイルを使用します。 XML ファイルに書

き込まれるすべての項目（最後のテンプレート ファイル、最後の DNA ファイル、

最後の IP アドレス）は、マイグレーションの完了後に保存されます。 CA DMM が

完了すると、XML ファイルに入力するために使用した同一のメカニズム（ATL COM 

オブジェクト）を使用して、ラッパは XML ファイルから必要な任意の情報を取得

することができます。  

XML ファイルにアクセスするために ATL COM オブジェクトを使用すると、ラッパ

は XML ファイルに必要な情報を書き込んだり、XML ファイルから必要な情報を取

得したりすることができます。  
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DMMオプション ファイルへのプログラムからのアクセス 

DNA オプション ファイルにプログラムからアクセスして、オプションを操作でき

ます。 

DNAXMLAccess.dll は、IDispatch インターフェースをサポートする ATL COM DLL で

す。 このファイルを使用すると、Visual Basic プログラムや、ActiveX コントロール

をサポートするスクリプト言語からコンポーネントを直接コールすることがで

きます。 この方法でアクセスするためのメンバ関数の例を以下に示します。 

■ bstrFile で指定したファイルを開く。 このファイルは、DNAOptions.xml 形式の

有効な DMM オプション ファイルである必要があります。 

HRESULT SetFile([in] BSTR bstrFile); 

■ bstrOption で指定した文字列オプションに bstrValue 値を追加するか、または 

bstrValue 値で置換する。 

HRESULT SetStringOption([in] BSTR bstrOption, [in] BSTR bstrValue); 

■ bstrOption で指定した文字列オプションを取得する。 

HRESULT GetStringOption([in] BSTR bstrOption, [out, retval] BSTR* bstrValue); 

■ bstrOption で指定したブール値オプションに fValue 値を追加するか、または 

fValue 値で置換する。 

HRESULT SetBoolOption([in] BSTR bstrOption, [in] VARIANT_BOOL fValue); [out, 

retval] VARIANT_BOOL* fValue); 

■ bstrOption で指定したブール値オプションを取得する。 

HRESULT GetBoolOption([in] BSTR bstrOption, 

■ bstrOption で指定した整数オプションに lValue 値を追加するか、または lValue 

値で置換する。 

HRESULT SetIntOption([in] BSTR bstrOption, [in] LONG lValue); 

■ bstrOption で指定した整数オプションを取得する。 

HRESULT GetIntOption([in] BSTR bstrOption, [out, retval] LONG* lValue); 

Visual Basic の例： 

■ Visual Basic を使用して DMM オプションにアクセスするには以下のように記

述します（疑似コード）。  

REM Create the CPM object for accessing  

Options file 

DIM XMLAccess As CNAXMLAccessor 

Set XMLAccess = New DNAXMLAccessor 

 

REM Set the file to use for subsequent 

XML calls, use the file path you copied above. 
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XMLAccess.SetFile 

"c:¥SomeFile¥Path¥To¥MigrationSpecific¥ 

XMLFile.xml" 

 

REM Set any options that need to be customized for this migration 

REM BOOL, INT, and STRING options are set like this: 

XMLAccess.SetBoolOption "Network log 

■ コマンド ラインで 255 文字の制限を越えてしまうときに、DMM オプション 

ファイルにアクセスするには以下のように記述します。 

XMLAccess.SetStringOption "command line", 

"/D" "c:¥MyDNAFile.DNA" "/T" 

"C:¥MyTemplateFile.dtf"" /M /X" 

■ Get* コールを使用してオプション ファイルからマイグレーション後のデー

タを取得するには以下のように記述します。 

REM Get any options that need to be retrieved after this migration 

REM BOOL, INT, and STRING options are retrieved like this: 

Dim StringVal As String 

DIM BoolVal as Boolean 

Dim IntVal As Integer 

BoolVal = XMLAccessGetBool-Option("Network log enabled?’) 

StringVal = XMLAccess.GetStringOption("Network log level") 
 

ファイル タイプ 

CA DMM でウィザードを使用したり、詳細な自動化機能を使用すると、DNA ファ

イルやログファイルなど、さまざまなタイプのファイルが作成されます。 上級

ユーザは、CA DMM で使用するテンプレート、スクリプト ファイル、Windows バッ

チ ファイルなどのファイルも作成できます。 

CA DMM で作成または使用されるファイル タイプは以下の表のとおりです。 

「C:¥」は、Windows の起動ドライブを表します。   

 

ファイル タイプ 既定のロケーション 拡張子 説明 

実行可能ファ

イル 

インストール パス .exe CA DMM および DMM ツールの実行可能

ファイルです。 

スクリプト

（コンパイル

済み） 

<インストール パス
>¥Application Scripts 

<インストール パス
>¥System Scripts 

.dnajso ソフトウェアと共に配布されるコンパイル

済みの CA DMM スクリプトです。 



ファイル タイプ 
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ファイル タイプ 既定のロケーション 拡張子 説明 

スクリプト

（未コンパイ

ル） 

なし .dnajs コンパイルされていない（編集可能または

カスタム）スクリプトです。 

設定ファイル <インストール パス
>¥Settings.xml 

.xml XML ファイルです。 

オプション 

ファイル 

<インストール パス
>DNAOptions.xml 

.xml DMM オプションが格納されている XML 

ファイルです。 

テンプレート 

ファイル 

マイ ドキュメント 

フォルダ 

.dtf マイグレーションされる CA DMM 設定とデ

スティネーション情報を指定するテンプ

レート ファイルです。 

DNA ファイル マイ ドキュメント 

フォルダ 

.dna データ、設定、アプリケーション設定など

すべてのマイグレーション情報が格納され

た DNA ファイルです。 

イベント ログ 

ファイル 

<インストール パス
>¥Logs 

.log ファイル名は以下のようになります。 

¥%DNA_User_Name%_DNAEvent_%DNA_Date
%DNA_TIme%.Log 

イベント ログ ファイルには、マイグレー

ション中に発生したイベントが格納されま

す。 

デバッグ ログ 

ファイル 

<インストール パス
>¥Logs 

.log ファイル名は以下のようになります。 

¥%DNA_User_Name%_DNADebug_%DNA_Dat
e%DNA_TIme%.Log 

デバッグ ログ ファイルには、マイグレー

ションに関する詳細な情報が格納されま

す。 

  .hdr CA DMM ヘッダ ファイルです。 

自己解凍 DNA 

ファイル 

マイ ドキュメント 

フォルダ 

.exe CA DMM で自己解凍ファイルとして作成さ

れたファイルです。CA DMM をデスティ

ネーション システムにインストールしなく

てもマイグレーションを実行できます。 

 





 

第 10 章： プリンタのマイグレーション  113  

 

第 10 章： プリンタのマイグレーション 
 

CA DMM では、デスクトップ マイグレーションの実行中に、ソース マシンからデ

スティネーション マシンにプリンタ設定をマイグレートできます。  

プリンタのマイグレーションは、インストール ディレクトリにある以下のファイ

ルによって CA DMM でサポートされています。 

 

ファイル フォルダ 

DNAPrinter.dll ScriptExtensions 

DNAScriptExtension.dll ScriptExtensions 

Printers.dnajso システム スクリプト 
 

DNAPrinter.dll 

DNAPrinter.dll ファイルには、ドライバの追加、およびローカル プリンタとネット

ワーク プリンタへの再接続に必要なすべてのコードが格納されています。 

ネットワーク設定のマイグレーションを行うとネットワークの状態が変化する

ため、ネットワーク設定のマイグレーション後にはネットワーク プリンタをセッ

トアップする必要があります。 このため、インストールが失敗した場合は、再起

動後にもう一度インストールする必要があります。 この操作を行うために、マイ

グレートした各ユーザの Temp ディレクトリに DNAPrinter.dll ファイルがコピー

され、再起動時にその場所から実行されます（Windows のすべてのバージョンに

含まれている RunDLL32.exe を使用します）。  

DNAPrinter.dll ファイルは、CA DMM がインストールされているディレクトリの

［Script Extensions］フォルダにあります。 
 

DNAScript 

DNAScriptExtension.dll ファイルには、スクリプト言語でサポートされていないプ

リンタ ドライバのマイグレーションに必要なコードが格納されています（ユーザ

の Temp ディレクトリの場所の取得など）。 これは多くのスクリプトで使用され

る一般的なスクリプト拡張 DLL です。 

DNAScriptExtension.dll ファイルは、CA DMM がインストールされているディレクト

リの ScriptExtensions フォルダに配置されます。 
 



Printers.dnajso 
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Printers.dnajso 

Printers.dnajso ファイルは、CA DMM をインストールした System Scripts フォルダ

にあります。 このファイルには、必要に応じてドライバをマイグレートし、イン

ストール処理を実行するための基本コードが含まれています。 
 

プリンタのログ メッセージ 

CA DMM は、イベント ログ メッセージを返します。 イベント メッセージは、マ

イグレーション中に問題が発生した場合に、マイグレーションの完了後に表示さ

れます。  

メッセージに関係ない問題が発生した場合、プリンタのマイグレーションのトラ

ブルシューティングには、デバッグ ログを使用してください。 
 



Windows 7 または Windows 8 上のネットワーク プリンタのマイグレート 
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Windows 7 または Windows 8 上のネットワーク プリンタのマイ

グレート 

Windows 7 または Windows 8 コンピュータ上のネットワーク プリンタをマイグ

レートする前に、デスティネーション コンピュータ上のセキュリティ設定を変更

する必要があります。 

次の手順に従ってください： 

1. デスティネーション コンピュータ上のユーザに、マイグレートするネット

ワーク プリンタ サーバへのアクセス権があることを確認します。 

2. コマンド プロンプトを開いて、gpedit.msc を実行します。 

3. ［ローカル コンピューター ポリシー］-［コンピューターの構成］-［管理用

テンプレート］-［プリンター］をクリックします。 

4. 右側のペインで、［ポイント アンド プリントの制限］オプションをダブルク

リックします。 

5. ［ポイント アンド プリントの制限］ダイアログ ボックスで以下のオプション

を選択します。 

■ ［有効］オプションを選択します。 

■ ［オプション］-［セキュリティの確認］の以下のオプションで「警告ま

たは昇格時のプロンプトを表示しない」を選択します。 

■ 新しい接続用にドライバーをインストールした場合 

■ 既存の接続用にドライバーを更新した場合  

6. 変更を保存します。 

7. コマンド プロンプトで、以下のコマンドを実行します。 

gpupdate /force 

注： 更新が失敗する場合は、ご使用のマシンをドメインから削除し、再度ド

メインに追加してから再試行します。 

8. 更新が成功したら、コンピュータを再起動します。 

ネットワーク プリンタをデスティネーション コンピュータにマイグ

レートできるようになりました。 
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第 11 章： Web 更新 
 

インターネット接続を利用できる場合、Web Update を使用すると、更新されたス

クリプトを自動的にダウンロードできます。 

この機能を起動する方法は 2 つあります。 

■ ［ヘルプ］メニューの［Web Update］をクリックする 

■ ［スタート］メニューをたどり、［Web Update］を選択する 

スクリプトは、システム設定やアプリケーション設定を追加したり、アプリケー

ションの新バージョン アップや新アプリケーションをサポートしたりするため

に更新されます。 アプリケーション スクリプトとシステム スクリプトを更新す

るには、CA DMM がインストールされている必要があります。 
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第 12 章： ネットワーク アクセス 
 

手動または自動でマイグレーションを実行するときに、ネットワーク経由で CA 

DMM にアクセスできます。  

ネットワーク経由で CA DMM にアクセスするマシンには、以下のコンポーネント

があらかじめインストールされているか、CA DMM の実行時にインストールされ

る必要があります。 

 

必要なコンポーネント 最低限必要なバージョン 

Internet Explorer  4.72.3110.0 

msxml3.dll 8.0.5226.0 

oleaut32.dll 2.40.4275.1 

mfc42.dll 6.0.8665.0 

msvcrt.dll 6.1.8637.0 
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第 13 章： サード パーティの使用許諾契約

書 
 

サード パーティの使用許諾契約書はマニュアル選択メニューから入手できます。  
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